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令和６年度連携研究センター 分野概要 

 

●再生医学・組織工学分野 

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室、統合病理学教室を基盤教

室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再生・再建医療、がん治療、再生

医療を実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた組織構成となっている。この分野

の研究の重要性は本学や文部科学省から認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェ

クト「疑似生体組織ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成 23年度～）、運営費交付金特別経

費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライフイノベーション―高分子材料科

学と再生医学の融合拠点形成―」（平成 25年度～）の支援を受け、北大先端生命科学研究院、

北大創成研究機構および産業技術総合研究所と密に連携して学際的な研究を行っている。平

成 28 年度からは、北大 GI-CoREに『ソフトマターグローバルステーション（GSS）』が発足し、

当部門の教員を含む海外・学内の先端的研究者による世界水準の研究拠点が形成された。北

海道大学が世界をリードする高分子材料科学領域と再生・再建医学領域を融合する拠点とし

て、生体軟組織の機能を有するソフト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した生命現

象の本質の学理的な解明、および先端治療医学への展開のための革新的治療医学研究を推進

してきた。平成 30年 10月には、文科省が主導する世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）

に北海道大学が『化学反応創成研究拠点（ICReDD: Institute for Chemical Reaction Design 

and Discovery）』として採択され、当分野の田中伸哉教授や先端生命科学研究院のグン剣萍

教授らは PI として参加してソフトマター研究をさらに強力に推進、計算科学や情報科学とも

融合して学際的な研究を展開中である。令和 3年 3月、GSSは設置期間を満了し、令和 3年 4

月 1 日からは先端生命科学研究院次世代物質生命科学研究センターソフトマター国際連携ユ

ニットに活動が引き継がれている。本ユニットは、本学総長から「GI-CoRE協力拠点」として

の認定を受けており、GI-CoREと協力して、なお一層の国際共同研究・教育を実践している。

尚、令和 4年度からは分子病理学教室（現統合病理学教室）が当該分野に参画し、腸や肝臓、

膵臓などの消化器を中心として臓器・組織の再生の分子メカニズムを解明すると共に、これ

まで確立したオルガノイド培養法をさらに発展させて高い増殖能と再性能を持つ様々な臓器

由来のオルガノイドの樹立方法を確立する。さらに、腫瘍病理学教室と整形外科学教室のゲ

ル研究の成果と融合させることで、軟骨・骨の運動器に加えて各種臓器の再生技術の開発を

目指す。 
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●人対象医学研究推進分野 

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病からの回復及び生活の質の向

上に貢献するための人を対象とした医学系研究を推進することを目的とする。具体的には、

疫学研究の実績を有する公衆衛生学教室･衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である

医学統計学教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラトリーサイエンス研

究を行う病院臨床研究開発センター、医療情報学的研究や臨床研究のデータ管理および解析

方法に関する研究を行う病院データサイエンスセンターを協力組織とし、観察研究と介入研

究の両面を推進することにより、健康に関する様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影

響を与える要因を把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研究を推

進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。 

 

●分子・細胞機能イメージング分野 

分子・細胞機能イメージング分野は、分子・細胞レベルの機能イメージング技術を用いて

分子・細胞・組織の機能を明らかにし、様々な生体機能や疾患病態の実態を分子レベルで解

明することを目指している。MRI や PET を用いた分子イメージングでは安定同位体や放射性

同位体を用いて特定の分子をラベルし、分子の局在や機能を画像化する。光シート型顕微鏡

では臓器・組織丸ごとの免疫染色を、マクロトームで作成した大型切片の超解像共焦点顕微

鏡による解析では、遺伝子変異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な微小構造の変化を検出

する。さらに、1 細胞 RNAseq、多染色フローサイトメーター、多染色免疫組織化学法、多プ

ローブ in situハイブリダイゼーション法などを駆使して、様々な生体内分子をミクロレベ

ルで解析し、分子生物学的な解析技術も組み合わせることで、新たな生体機能の発見や疾患

病態の解明を行い、基礎医学から臨床医学に貢献することを目的としている。 

 

●医療 AI 教育研究分野 

医療 AI 教育研究分野は、最先端の医療 AI の研究開発を進めながら、学部生、大学院生や

社会人への医療 AI 教育を普及・牽引していく分野である。医療 AI の進化は、医療の質及び

患者の QOL の向上に留まらず、医療における業務の効率化、医師・医療従事者の負担軽減、

医療費の削減、継続的な地域医療の維持にも繋がることが期待されている。本邦においては

特に他の先進国と比較して臨床医の数が少ない上、超高齢化社会の進行に伴いさらに多くの

医師・医療従事者が必要になると言われている。医師・医療従事者を支援し、その不足をカ

バーしうる医療 AIの研究開発を主導できる人材の育成は急務であり、令和 2年度より文部科

学省では「保健医療分野における AI 研究開発加速に向けた人材養成産学協働プロジェクト」

が開始された。本学は東北大学、岡山大学と共同で「Global×Local な医療課題解決を目指し
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た最先端 AI 研究開発人材育成教育拠点」として支援を受けており、本分野は本学における中

心的な役割を担っている。画像診断学教室および先端画像診断開発学教室を中心に、情報科

学研究院メディアダイナミクス研究室、薬学研究院生体分析化学研究室、保健科学研究院医

用生体理工学分野・健康科学分野・高次脳機能創発分野の教員が参画している。さらに、令

和 6年度には、医療系人材と情報系人材の密接な連携によりヘルスケア AIの研究開発及び実

践的教育を行うヘルスケア AIX イノベーションセンター(HAIXIC)を立ち上げ、共同プロジェ

クト拠点として学部生・大学院生・社会人に対する実践的教育により人材養成を更に積極的

に進めている。北海道大学病院の医療 AI研究開発センターとも密接に連携し、産学協働での

医療 AI 研究開発を推進しながら、医療 AI の研究開発を推進できる人材を育成し、養成され

た人材を中心として我が国の課題解決のための研究成果を生み出すとともに、研究成果の国

際標準化を推進していくことを目的としている。 
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令和６年度教室別研究概要 

再生医学・組織工学分野 

基盤教室 腫瘍病理学教室 

基盤教室 整形外科学教室 

基盤教室 統合病理学教室 

 

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室、統合病理学教室を基盤教

室とし、合理的な関節機能再生・再建医療、がん治療、および再生医療を実現するための新

しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。 
腫瘍病理学教室では、多機能ハイドロゲルを用いてがん幹細胞標的・次世代型がん個別化

医療の開発に向けて研究を推進している。我々は 2021 年、DN ゲルを用いて極めて短時間に

がん幹細胞を創出する技術 Hydrogel activated reprogramming phenomena（HARP 現象）を開発

した（Nat Biomed Eng,5:914-925, 2021、特許第 7115749 号、米国 16/487,247）。以降、当該技

術を様々ながん種に応用し、新たながん幹細胞の診断・予後予測マーカー、及び新規治療標

的分子を同定している。令和 6 年度は HARP 現象を利用して、白血病幹細胞マーカーとして

AKR1B1 及び TSPYL5 を同定（BBRC 744, 151149, 2025）、シスプラチン耐性中皮腫幹細胞に

おいて SLC13A5 が酸化的リン酸化へのエネルギー代謝を制御し（Pathol Int 75, 151-165, 2025）、
膵癌幹細胞においてはチオドレキシン相互作用タンパク質 TXNIP が解糖系から酸化的リン

酸化への代謝シフトを制御すること（BBRC 751, 151416, 2025）を見出した。これらの同定分

子はいずれも幹細胞性の獲得に重要であり、新規治療候補分子として期待される。また、細

胞外環境の物性が幹細胞性の誘導に与える影響については、腫瘍組織と同等の 10 kPa のゲル

上において、H-Ras transformed cell は Ca2+ channel を活性化して幹細胞性を誘導することを明

らかにした（BBRC 743, 151163, 2025）。一方、ハイドロゲルの物理化学特性は細胞に特定の分

化を誘導できる。疎水性且つ表面に微細な凹凸を持つマイクロパターン上では筋芽細胞から

筋細胞への分化が促進され（ACS Applied Bio Mater 8, 3144-3155, 2025）、負電荷の高分子ハイ

ドロゲルは iPS細胞からドーパミン神経細胞への分化を著しく促進させた（BBRC 747, 151280, 
2025）。ドーパミン産生細胞は、パーキンソン病治療において細胞移植療法のための貴重な供

給源となる。これらの研究成果を基盤として、我々はがん幹細胞を標的とする新規がん治療

法の開発、また再生医療に新たな技術を提供することを目指している。 
整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植軟骨再生医療に関する臨床

パイロット治験が既に終了しており、重篤な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得

ている（Orthop J Sports Med. 2021, Bone Joint J. 2023）。有効性・安全性試験においては、世界

初の関節鏡視下アルギン酸移植術の施行にも成功しており、臨床応用の新たなステージに突

入している。また現在では、本マテリアルの適応拡大を目指し、様々な橋渡し研究を行って

いる。具体的には、重症軟骨損傷に対する既存術式との併用による新たな治療法の開発（The 
American Journal of Sports Medicine 2019, 2021）や、移植細胞同士を、高純度アルギン酸ゲルを

用いて架橋した「生きた細胞ゲル」を開発し、難治性腱損傷に対する治療効果を検証してい

る（The American Journal of Sports Medicine 2025, 特願 2021－136866）。また、早期軟骨病変を
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診断可能なモダリティーの開発研究をすすめており（Cartilage 2024）、2025 年度より第１相臨

床治験を実施予定である。これらの研究成果を基盤として、早期診断・早期治療の臨床応用

を実現するとともに新たな臨床適応の獲得を目指している。 
統合病理学教室では、これまで腸や肝臓、膵臓などの消化器を中心として、臓器・組織の

再生の分子メカニズムの解明と臓器・組織再生に関連する新規シグナル伝達経路の同定の研

究を新規技術であるオルガノイド培養法やシングルセル解析などの網羅的解析手法を用いて

行い、その研究成果を発表してきた（Nature 2015, Proc. Natl. Acad. Sci. USA 2017, Mol Cancer 
Res 2020, Gastroenterology 2022 など）。2022 年より日本において組織修復を目的としてオル

ガノイド培養法を用いて樹立した自家腸上皮オルガノイドを潰瘍性大腸炎患者に移植する治

療法が開始され、今後他のヒト疾患においてもオルガノイド培養法を基盤とする組織再生治

療法の応用が期待されている。我々独自の研究分野である「炎症記憶」をキーワードとして、

炎症後の細胞レベルの記憶を保持し、高い増殖能と再性能を持つ様々な臓器由来のオルガノ

イドや細胞の樹立方法の確立を行い、腫瘍病理学教室と整形外科学教室のゲル研究の成果と

融合させることを予定している。これらの研究成果を基盤として、革新的な組織再生治療法

の開発を目指している。 

 

人対象医学研究推進分野 

基盤教室 公衆衛生学教室 

基盤教室 医学統計学教室 

基盤教室 衛生学教室 
協力組織 病院臨床研究開発センター、病院データサイエンスセンター 

 

基盤教室：公衆衛生学教室 
公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気を抱えている人も社会

で生活するすべての人々を対象として、身体的・精神的健康を守り増進するための研究と実

践活動を行っている。 
教室では、疫学的手法を用いて人を対象としたフィールド研究、コホート研究を実施するの

みならず、研究が適切に行われるよう学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じて

いる。 
 
基盤教室：医学統計学教室 

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデータのとり方、解析方法を

考える学問である。実際に利用する上で必要となる、解析結果がわかりやすく解釈できるこ

とを大切にしている。当教室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心である。

教室のポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健康問題に挑戦する意識

を大事にすることを掲げている。 
生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開発、（2）臨床試験デザインの

開発を中心に研究を行っている。 
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（1）に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経つが、従来の患者重症度判

定だけではなく、個人ごとの予後予測をなるべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりで

ある。診断時のみならず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測すること、死亡

や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り返し再発や、重篤なイベント発生前の

途中のイベントのような複雑なアウトカムに対応するための方法論開発を行っている。（2）
に関して、臨床試験は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人体実験であることから、

十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小さなサンプルサイズで試験実施したい要求

がある。最近では開発する薬剤を複数の部位に対して効果を検討することや、バイオマーカ

ーを用いて効果の高い集団を絞り込むような複雑なデザインの下で開発が進んでいる。また、

アカデミアを中心に希少疾患に対し、何らかのエビデンスを創出するために、サンプルサイ

ズが小さく制限された下で、なるべく適切な意思決定を行うためのデザインが必要とされて

いる。これら臨床試験デザインの方法論を開発している。他にも生物統計コンサルテーシヨ

ンを通して、臨床家と共同研究を数多く実施している。 
 
基盤教室：衛生学教室 
衛生学教室は、さまざまな社会・環境要因が人の健康に及ぼす影響について学際的アプロ

ーチで解明する研究を行い、人の健康の問題解決に資する基盤的な研究を行っている。対象

とする社会・環境要因は地域やコミュニティレベルから全球レベルまで幅広く含む。具体的

には、フィールド調査で得られるデータ、国内の死亡統計、疾患発生登録データ、中・低所得

国の個票データを用い、他分野と連携して開発した曝露指標を適用した研究を推進している。 
 
協力組織：病院臨床研究開発センター 
北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認定され、新規医療技術の開

発と国際水準の臨床研究の実施をミッションとしているが、本組織は病院においてその中心

的役割を果たしている。また、橋渡し研究支援機関にも採択され、橋渡し研究の推進にも寄

与しており、本学の研究者のシーズの実用化に向けた取り組みを支援している。 
本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治験を計画、立案、規制当局へ

の対応支援を行い、実際の治験の運用とデータマネジメント等の業務支援を実施している。

また、治験以外の研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に行っている。これ

らの業務支援を通して得た先進医療マネジメントの手法やノウハウを、学部学生、大学院生

および研究者への教育に反映させ、本学における本分野の推進に尽力している。 
また、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノベーションを推進するための一環として、

レギュラトリーサイエンスの観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラ

トリーサイエンス研究を推進しており、主に新たなモダリティの医薬品の規制や評価等に関

する検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドラインの作成にも携わっ

ている。 
 
 
協力組織：病院データサイエンスセンター 
病院データサイエンスセンターでは、近年注目を集めているナショナルデータベースやウェ
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アラブルデバイスから得られるデータなどのリアルワールドデータに着目し、リアルワール

ドデータの取得方法に関する医療情報学的研究、臨床研究デザイン、臨床研究のデータ管理

および解析方法に関する研究を推進している。 

 

分子・細胞機能イメージング分野 

基盤教室 画像診断学教室 

基盤教室 免疫・代謝内科学教室 

協力組織 遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野 

 

本研究分野は分子・細胞レベルの機能イメージングを用いて分子・細胞・組織機能を明ら

かにし、様々な生体機能や疾患病態を解明することを目指して、令和２年度よりスタートし

た。 

画像診断学教室では、MRI や PET を用いた分子イメージングとして、安定同位体や放射性

同位体を用いて特定の分子をラベルし、分子の局在や機能を画像化する研究に取り組んでい

る。特に安定同位体のイメージングでは MRI と同位体顕微鏡を用いて様々な生体内分子の局

在や動態を解明することを目指しており、水分子のイメージングから研究を開始している。

脳内の水動態は近年のトピックとなっているが、脳内のリンパ系として Glymphatic system

が提唱されており、様々な老廃物の除去機構として注目を集めている。Glymphatic system の

本態は脳脊髄液や細胞外液の水の動きであるが、水分子そのものを長期間・高分解能で追跡

する技術がなかったため、リンパ系としての実際の機能は明らかにはなっていない。我々は

酸素の安定同位体である O-17 や O-18 を用いて水分子をラベルし、MRI ではマクロレベルの

イメージング、同位体顕微鏡ではミクロレベルのイメージングを行い、水分子そのものをト

レーサーとして用いる手法の確立を目指している。O-17 水による MRI イメージングでは高速

な定量化撮像技術の開発や高分解能の 4D イメージングの開発を行っており、O-18 水による

同位体顕微鏡イメージングでは、分子神経免疫学教室のマクロトームも利用し、含水凍結生

体試料の水イメージングが可能になった。これらの手法を用いて正常の水動態をまず理解し、

次に細胞膜にある水分子特異的なチャネルであるアクアポリンの機能を明らかにし、さらに

はアルツハイマー型認知症や筋萎縮性側索硬化症（ALS）などの神経変性疾患、多発性硬化症

などの発症と、Glymphatic system の関係の詳細を明らかとする。 

これまでに O-17水の静脈内投与や髄腔内投与による正常動物や ALSモデル動物の MRI撮像

を行い、ALS モデル動物での水動態異常を明らかにしてきた。最近では、髄液と大脳皮質の水

交換を直接可視化する実験手法を開発・発表し、Glymphatic system のさらなる検証に進んで

いる。また、Gd髄注 MRI法を利用したアクアポリン 4欠損動物の髄液動態解析では髄液内 Gd

の頭蓋外排泄の違いを発表し、O-17水による解析を進めている。ミクロイメージングにおい

ては、脳や肝臓、膝関節軟骨における O-18 水分布を同位体顕微鏡でイメージングすることに

成功している。将来的には水分子から様々な生体内分子に対象を広げ、ミクロレベルからマ

クロレベルで動的に追跡することで新たな生体機能の発見や病態の解明を行い、新しい画像

バイオマーカーの確立や新しい治療戦略の開発など、基礎医学から臨床医学まで広い領域で

9



貢献することを目指している（図 1）令和５年度末には、安定同位体シンポジウムを主催し、

本邦の著名な研究者の先生方を招聘し、研究成果の共有、更なる発展に向けたディスカッシ

ョンを行った。令和６年度には、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）による「革

新的医療技術研究開発推進事業（産学官共同型）」に「安定同位体と多核種 MRI による分子

イメージング基盤の創出」という課題で申請し採択され、これまでの成果をヒトに応用する

ために必要な O-17 MRIの高感度技術の基盤開発を開始する予定である。さらには、極めて大

きいポテンシャルを含んだ多核種 MRI を用いて様々な細胞機能・代謝を測定の実用化と医療

応用の推進を目指す。 

免疫・代謝内科学教室と分子神経免疫学教室では、画像診断学教室と協力して、前述した

最先端 MRI、PET、同位体顕微鏡技術を応用するとともに超解像共焦点顕微鏡や光シート型顕

微鏡、マクロトームなどのイメージング技術を組み合わせて疾患発症の分子機構を明らかに

している。マクロトームで作成した大型切片の超解像共焦点顕微鏡による解析で、遺伝子変

異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な微小構造の変化を検出する。さらに、疾患モデルマ

ウスから患者検体まで透明化による 3D 免疫染色も可能とする光シート型顕微鏡も用いてイ

メージング解析も実施し、疾患の発症機構を解析する。イメージング技術による解析を分子

生物学的に応用展開するためには、主としてレーザーマイクロダイセクション法とシングル

セル RNA-seq 技術を用いている。 

本分野では、これらのイメージング技術と分子生物学的な技術から、特に、自己免疫疾患

を含む難治性の炎症性疾患発症の分子機構を明らかにする。将来的には、本分子・細胞機能

イメージング分野から世界に冠たるイメージング技術を開発し、その応用展開から疾患発症

機構のコンセプトを発信し、臨床において疾患の予防、治療に用いることを目指している（図

2）。現在、免疫・代謝内科学教室と分子神経免疫学分野で 2 つの共同研究を実施しており、

以下の成果を得た：シェーグレン症候群の疾患関連遺伝子である GTF2I が、リスク SNP にて

発現増強し、唾液腺細胞内にて NFkB 経路を核内で正に制御して炎症誘導機構である IL-6 ア

ンプを活性化していることを発表した。全身性エリテマトーデスモデル（MRL/lpr）マウスを

慢性的な睡眠不足にすると神経精神 SLE 様の行動を示し、その行動変容の分子機構として

mPFC 神経核のマイクログリア活性化依存性の IL-12 発現亢進が関連していた。神経精神 SLE

患者でも同様の現象が認められ、今後、マウスモデルでの詳細なイメージング的解析も実施

した。 
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医療 AI 教育研究分野 

 

 

 

 

 

本分野は令和 2 年度に開始された文部科学省「保健医療分野における AI 研究開発加速に

向けた人材養成産学協働プロジェクト」を本学で実施するにあたり令和 3 年度より設置され

た。医療 AI 研究開発 6 領域（画像診断支援、ゲノム医療、診断・治療支援、介護認知症、

医薬品開発、手術支援）を念頭に置き、最先端の医療 AI 開発を行いながら学部生・大学院

生・社会人の医療 AI 教育を行うことをミッションとしている。令和 6年度からは、共同プロ

ジェクト拠点「ヘルスケア AIX イノベーションセンター」の立ち上げに伴い、その育成対象

を医学部・他学部の学部生へと展開し、また、教育・研究における医学系・情報系の分野を横

断した密接な連携強化を図っている。また、これまでは不十分であった地域の医療課題の抽

出における地域展開、ならびに国際標準化を目指した国際連携機能の拡充も図っている。 

画像診断学教室では先端画像診断開発学教室や情報科学研究院メディアダイナミクス研究

室と連携しながら、画像診断分野を中心とした AI 研究開発に取り組んでいる。MRI や PET 

データを中心に、高速撮像での高精細画像再構成、被ばく低減を目指した高精細な超解像画

像再構成、病変部のアダプティブな自動抽出、多変量データを用いた病変・病態診断や予後

予測などの研究開発を進めている。先端画像診断開発学教室では、現場の臨床において必要

とされる AI 技術要件の多角的再検討と必要な要素技術の研究開発、現状の AI 要素技術の限

界点の分析・明確化と必要な医療用新規 AI 要素技術の創生開発、遠隔介護支援あるいは遠

隔医療支援において用いる自立型ロボットへの組込を前提とした AI 技術の再検討、ゲノム

オミックス情報をより高速に利活用するための AI 手法の方向性研究などを念頭に研究開発

検討を進めている。保健科学研究院 医用生体理工学分野では手術動画解析による手術手技

解析や有害事象検出、胸部画像における重症度判定や予後予測などの研究を行っており、保

健科学研究院 健康科学分野ではレセプト・DPCデータの AI 解析、特定健診データによる疾

病予測アルゴリズムの開発などを推進しており、地域医療連携における AI 利用などにも取

り組む予定である。その他、保健科学研究院 高次脳機能創発分野では認知症における認知

心理検査の AI 解析、薬学研究院 生体分析化学研究室では薬剤開発における AI 利用などに

も取り組む予定である。これらの研究開発のうち、企業との共同研究をベースにしたものは

薬事認証・承認を含めて社会実装も目指しており、北海道大学病院に設置された医療 AI 研

究開発センターとも密接に連携し、企業との共同研究開発の推進、外部資金の獲得、部局間

連携、地域連携、国際連携も積極的に行っていく。 

研究開発と同時に人材育成にも深く取り組んでおり、令和 3 年度より医療 AI 開発者養成

基盤教室 画像診断学教室 

連携教室 先端画像診断開発学教室 

協力組織 情報科学研究院メディアダイナミクス研究室 

協力組織 薬学研究院生体分析化学研究室 

協力組織 保健科学研究院医用生体理工学分野 

協力組織 保健科学研究院健康科学分野 

協力組織 保健科学研究院高次脳機能創発分野 
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プログラム（Clinical AI Human Resources Development Program：CLAP）を開始した。医学

院博士課程の大学院生を対象にした 4 年間のコースと、その他の大学院生・社会人を対象に

した 1 年間のインテンシブコースがある。前者では最新の臨床医学に関連させた AI 技術を

学ぶことで、医療 AI の開発をリーダーとして主導できる人材を育成する。後者では様々な

専門分野をバックグラウンドに持っている受講生が集まるため、それぞれの立場から医療 AI 

開発を推進できる人材を育成する。いずれも医療 AI 全般の知識習得に加えて、医療課題の

抽出技術や医療情報システム開発におけるプロジェクト管理技法、システム設計手法、医療

AI プログラミング技術の習得も目指している。講義や実習はオンライン・オンデマンドの形

態を多く取り入れているが、アクティブ・ラーニング型の要素も重視して幅広いディスカッ

ションが行えるように配慮し、ハイブリット講義（ライブ＋現地）を増やすことやハンズオ

ン演習も数多く行っている。年度末には、プログラム受講者による成果発表会も主催し、ポ

スターならびにオーラルの発表から、自身の研究内容および医療 AIの学びの成果の総括を発

表し、多角的な視点からフィードバックを得られる機会を提供している。また、ChatGPT に

代表される生成系 AI や、医療 AI プラットフォーム技術研究組合（HAIP）の AI 開発基盤を

活用したプログラミングのハンズオンセミナーの開催など、受講者のニーズに柔軟に対応し

た幅広い内容で講義の提供を行っている。また、講義や実習以外に、医療 AI の裾野を広げる

ため、CLAP 受講者のみならず一般の方でも視聴できる医療 AI 特別セミナーを定期的に開催

し、生成系 AIの活用や医療情報に関する規制、画像診断における AIの活用など、医療 AI に

関する多岐にわたった話題提供を行っている。さらに、本学の研究成果発信、ならびに企業

や海外の研究施設との連携を深めるため、医療 AI 研究開発センターと共に、年度毎に北海

道大学医療 AI シンポジウムを共催している。プロジェクトの国際化の推進のため、発表者

や座長に海外の大学の著名な先生方を招へいし、シンポジウムの運営を全て英語で執り行い、

また、海外からの聴講者を広く募るなど、シンポジウムの内容にも創意工夫を図っている。

これらの活動により、医療 AI の開発者を目指す若者・医療 AI の若手研究者たちに人脈形

成、国際的視野の形成、共同研究のチャンスや将来のビジョン、キャリアパスの形成にも寄

与している。 
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令和５年度連携研究センター　構成員

分野長　工藤　與亮

分野長　田中 伸哉

分野長　玉腰　暁子

分野長　工藤　與亮

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

「
フ
ラ
テ
」

再生医学・組織工学分野

〔基盤教室〕

医学統計学教室
准教授／横田 勲

〔基盤教室〕

腫瘍病理学教室
教授／田中 伸哉

准教授／津田 真寿美

〔協力組織〕

遺伝子病制御研究所

分子神経免疫学分野
教 授／村上 正晃

准教授／北條 慎太郎

准教授／橋本 茂

特任講師／田中 宏樹

特任講師／久保田晋平

〔協力組織〕

病院臨床研究開発センター
教 授／佐藤 典宏

教 授／荒戸 照世

〔基盤教室〕

画像診断学教室
教 授／工藤 與亮

准教授／平田 健司

〔基盤教室〕

免疫・代謝内科学教室
教 授／渥美 達也

准教授／中村 昭伸

助 教／アメングアル・プリエ

ゴ・マリア・オルガ

〔基盤教室〕

整形外科学教室
教 授／岩崎 倫政

特任准教授／角家 健

講 師／小野寺 智洋

助 教／照川 アラー

助 教／松岡 正剛

〔基盤教室〕

公衆衛生学教室
教 授／玉腰 暁子

准教授／前田 恵理

助 教／木村 尚史

助 教／黒鳥 偉作

分子・細胞機能

イメージング分野

〔協力組織〕

情報科学研究院

メディアダイナミクス研究室
教 授／長谷山 美紀

教 授／小川 貴弘

医療AI教育研究分野
〔基盤教室〕

画像診断学教室
教 授／工藤 與亮

准教授／平田 健司

特任助教／唐 明輝

〔連携教室〕

先端画像診断開発学教室
教 授／工藤 與亮

特任教授／中谷 純

〔協力組織〕

薬学研究院

生体分析化学研究室
教 授／小川 美香子

〔協力組織〕

保健科学研究院

医用生体理工学分野
教 授／加藤 千恵次

教 授／神島 保

准 教 授／杉森 博行

〔協力組織〕

保健科学研究院

健康科学分野
教 授／小笠原 克彦

講 師／吉村 高明

〔協力組織〕

保健科学研究院

高次脳機能創発分野
准 教 授／大槻 美佳

〔協力組織〕

病院データサイエンスセンター
教 授／伊藤 陽一

〔基盤教室〕

統合病理学教室
教 授／谷口 浩二

助 教／岩崎 沙理

人対象医学研究推進分野
〔基盤教室〕

衛生学教室

教授／上田 佳代

准教授／セポソ

サークセス テソロ

助教／新井 明日奈

助教／アタッチャ

アティーシャ

博士研究員／

ムハマッド

アブドゥル バシット
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令和５年度 研究セミナー 

〇連携研究センター全体 

 

第１８回 北海道大学医学研究院連携研究センター 

研究成果発表会 
 

日 時  令和５年１２月５日（火） １３：２５～１６：３０ 

場 所  Zoomによるオンライン開催 

 

プログラム 

１． センター長挨拶（１３：２５～１３：３０） 

 

２．各分野報告（１３：３０～１５：４５） 

（１）再生医学・組織工学分野：座長 准教授 津田 真寿美（１３：３０～１４：００） 

「大腸癌における Arid5aの機能解析」     

演者 博士課程大学院生 浜田 和也 

（２）分子・細胞機能イメージング分野：座長 助教 亀田 浩之 

（１４：００～１４：３０） 

   「水と溶質トレーサーを利用した髄液循環解析」 

                       演者 博士課程大学院生 加藤 大祐 

（３）医療ＡＩ教育研究分野：座長 准教授 杉森 博行（１４：３０～１５：００） 

「AIを用いた脳外科手術映像分析」                        

演者 特任助教 唐  明輝 

 

  ―――――休憩（１５分）――――― 

 

 （４）人対象医学研究推進分野：座長 教授 玉腰 暁子（１５：１５～１５：４５） 

    「札幌市における新型コロナウイルス感染症罹患後症状調査」    

演者 …助教 木村 尚史 

 

 ３．特別講演（１５：４５～１６：３０） 

    「IT/AIの医療への実装を目指して～AI ホスピタルプロジェクト～」 

                   演者  陣崎 雅弘(慶應義塾大学医学部 教授) 

 

４．閉会の辞（１６：３０） 
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○その他 

再生医学・組織工学分野  

腫瘍病理学教室・整形外科学教室・統合病理学教室 

１ 第 40回北海道脳腫瘍病理検討会  Hybrid 令和 5年 7月 4日 

２ 第 41回北海道脳腫瘍病理検討会  Hybrid 令和 5年 11月 2日 

３ 第 42回北海道脳腫瘍病理検討会 Hybrid 令和 6年 2月 27日 

４ 
第 36回 MOS会 

 
札幌 令和 5年 6月 12日 

５ 
第 21回北海道リウマチ医の会 

 
札幌 令和 5年 7月 6日 

６ 第 22回北海道関節外科セミナー 札幌 令和 5年 7月 29日 

７ 第 22回北海道整形外科教育フォーラム 札幌 令和 5年 8月 26日 

８ 第 19回リウマチと TNF-α 北海道フォーラム 札幌 令和 5年 10月 14日 

９ 第 37回 MOS会 札幌 令和 5年 10月 16日 

10 第 31回北海道整形外科スポーツ医学研修会 札幌 令和 5年 11月 24日 

11 SAPPORO ORTHOPAEDIC SEMINAR2023 札幌 令和 5年 11月 25日 

12 第 40回分子病理学研究会クラークシンポジウム 札幌 
令和 5年 

7月 14・15 日 

13 第 6回 統合病理学教室セミナー 札幌 令和 5年 11月 7日 

14 第 7回 統合病理学教室セミナー 札幌 令和 6年 3月 14日 

人対象医学研究推進分野  
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公衆衛生学教室・医学統計学教室・北大病院臨床研究開発センター 

１ 公衆衛生学特別セミナー 札幌 令和 5年 7月 27日 

２ 公衆衛生学特別セミナー 札幌 令和 5年 8月 28日 

３ 公衆衛生学特別セミナー 札幌 令和 5年 11月 10日 

４ 医学統計学教室特別セミナー 札幌 令和 5年 6月 12日 

５ 医学統計学教室特別セミナー 札幌 令和 5年 8月 17日 

６ 医学統計学教室特別セミナー 札幌 令和 5年 9月 29日 

７ 医学統計学教室特別セミナー 札幌 令和 6年 3月 4日 

８ 臨床研究セミナー 札幌 令和 5年 4月 17日 

９ 臨床研究セミナー 札幌 令和 5年 4月 20日 

10 臨床研究セミナー 札幌 令和 5年 7月 28日 

11 臨床研究セミナー 札幌 令和 5年 8月 30日 

12 臨床研究セミナー 札幌 令和 5年 10月 24日 

13 臨床研究セミナー 札幌 令和 6年 1月 10日 

14 臨床研究セミナー 札幌 令和 6年 2月 29日 

15 臨床研究セミナー 札幌 令和 6年 3月 14日 

 

分子・細胞機能イメージング分野  

画像診断学教室・遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野 

1 
O-17 Labeled Stable Isotope Water Imaging 

Symposium 

Hybrid 令和 6年 3月 9日 

2 IGM-京大医シンポジウム Hybrid 令和 5年 8月 18日 

3 
第 2 回北大遺制研・生理研ジョイントシンポジウ

ム / リエゾンラボ炎症シンポジウム 

Hybrid 令和 5年 9月 5日 

4 
第 9 回 北大・部局横断シンポジウム 『新領域創

成に向けた若手連携の推進』 

Hybrid 令和 5年 10月 11日 

5 IGM セミナー 札幌 令和 5年 11月 13日 
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6 IGM セミナー WEB 令和 5年 11月 22日 

7 IGM-QST-NIPSセミナー 札幌 令和 6年 3月 13日 

8 IGM セミナー Hybrid  令和 6年 3月 14日 

9 フォトエキサイトニクス研究拠点 第６回研究会 札幌 令和 6年 3月 27日 

 

医療 AI 教育研究分野  

画像診断学教室 

１ 第 15回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 5月 29日 

２ 第 16回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 8月 14日 

３ 第 17回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 8月 31日 

４ 第 18回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 9月 7日 

５ 第 19回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 9月 19日 

６ 第 20回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 11月 15日 

７ 第 21回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 11月 16日 

８ 第 22回医療 AI特別セミナー WEB 令和 5年 12月 12日 

９ 第 2 回北海道大学医療 AIシンポジウム Hybrid 令和 5年 8月 5日 

10 
医療 AIワークショップ 大学生・大学院生による

座談会～医療 AIの可能性を考える～ 

札幌 令和 5年 12月 3日 

11 
令和 5年度 医療 AI開発者養成プログラム成果報

告会 

Hybrid 令和 6年 3月 18日 
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令和５年度 研究業績 

再生医学・組織工学分野  

●腫瘍病理学教室 

英文原著論文 

(1) Tanikawa S, Ebisu Y, Sedlačík T, Semba S, Nonoyama T, Kurokawa T, Hirota A, 
Takahashi T, Yamaguchi K, Imajo M, Kato H, Nishimura T, Tanei ZI, Tsuda M, 

Nemoto T, Gong JP, Tanaka S. Engineering of an electrically charged hydrogel 

implanted into a traumatic brain injury model for stepwise neuronal tissue 

reconstruction. Sci Rep. 2023 Feb 14;13(1):2233. 

(2) Kaibara T, Kondo E, Matsuoka M, Iwasaki K, Onodera T, Sakamoto K, Oda Y, Tanei 
ZI, Momma D, Tanaka S, Iwasaki N. Atelocollagen-associated autologous 

chondrocyte implantation for the repair of large cartilage defects of the 

knee: Results at three to seven years. J Orthop Sci. 2024 Jan;29(1):207-216. 

(3) Ferdous Z, Clément JE, Gong JP, Tanaka S, Komatsuzaki T, Tsuda M. Geometrical 
analysis identified morphological features of hydrogel-induced cancer stem 

cells in synovial sarcoma model cells. Biochem Biophys Res Commun. 2023 Jan 

29;642:41-49. 

(4) Zhai T, Mitamura T, Wang L, Kubota SI, Murakami M, Tanaka S, Watari H. 
Combination therapy with bevacizumab and a CCR2 inhibitor for human ovarian 

cancer: An in vivo validation study. Cancer Med. 2023 Apr;12(8):9697-9708. 

(5) Ito J, Suzuki R, Uriu K, Itakura Y, Zahradnik J, Kimura KT, Deguchi S, Wang L, 
Lytras S, Tamura T, Kida I, Nasser H, Shofa M, Begum MM, Tsuda M, Oda Y, 

Suzuki T, Sasaki J, Sasaki-Tabata K, Fujita S, Yoshimatsu K, Ito H, Nao N, 

Asakura H, Nagashima M, Sadamasu K, Yoshimura K, Yamamoto Y, Nagamoto T, 

Kuramochi J, Schreiber G; Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan) Consortium; 

Saito A, Matsuno K, Takayama K, Hashiguchi T, Tanaka S, Fukuhara T, Ikeda T, 

Sato K. Convergent evolution of SARS-CoV-2 Omicron subvariants leading to the 

emergence of BQ.1.1 variant. Nat Commun. 2023 May 11;14(1):2671. 

(6) Tamura T, Ito J, Uriu K, Zahradnik J, Kida I, Anraku Y, Nasser H, Shofa M, Oda 
Y, Lytras S, Nao N, Itakura Y, Deguchi S, Suzuki R, Wang L, Begum MM, Kita S, 

Yajima H, Sasaki J, Sasaki-Tabata K, Shimizu R, Tsuda M, Kosugi Y, Fujita S, 

Pan L, Sauter D, Yoshimatsu K, Suzuki S, Asakura H, Nagashima M, Sadamasu K, 

Yoshimura K, Yamamoto Y, Nagamoto T, Schreiber G, Maenaka K; Genotype to 

Phenotype Japan (G2P-Japan) Consortium; Hashiguchi T, Ikeda T, Fukuhara T, 

Saito A, Tanaka S, Matsuno K, Takayama K, Sato K. Virological characteristics 

19



of the SARS-CoV-2 XBB variant derived from recombination of two Omicron 

subvariants. Nat Commun. 2023 May 16;14(1):2800. 

(7) Tamura T, Yamasoba D, Oda Y, Ito J, Kamasaki T, Nao N, Hashimoto R, Fujioka Y, 
Suzuki R, Wang L, Ito H, Kashima Y, Kimura I, Kishimoto M, Tsuda M, Sawa H, 

Yoshimatsu K, Yamamoto Y, Nagamoto T, Kanamune J, Suzuki Y, Ohba Y; Genotype 

to Phenotype Japan (G2P-Japan) Consortium; Yokota I, Matsuno K, Takayama K, 

Tanaka S, Sato K, Fukuhara T. Comparative pathogenicity of SARS-CoV-2 Omicron 

subvariants including BA.1, BA.2, and BA.5. Commun Biol. 2023 Jul 24;6(1):772. 

(8) Koizumi T, Watanabe M, Yokota T, Tsuda M, Handa H, Koya J, Nishino K, Tatsuta 
D, Natsui H, Kadosaka T, Koya T, Nakao M, Hagiwara H, Kamada R, Temma T, 

Tanaka S, Anzai T. Empagliflozin suppresses mitochondrial reactive oxygen 

species generation and mitigates the inducibility of atrial fibrillation in 

diabetic rats. Front Cardiovasc Med. 2023 Feb 6;10:1005408. 

(9) Saiin K, Konishi T, Kazui S, Yasui Y, Takahashi Y, Naito S, Takenaka S, 
Mizuguchi Y, Tada A, Kobayashi Y, Kato Y, Omote K, Sato T, Kamiya K, Nagai T, 

Tanaka S, Anzai T. Association of coronary plaque morphology with inflammatory 

biomarkers and target lesion revascularization in patients with chronic 

coronary syndrome: an optical coherence tomography study. Am J Cardiovasc Dis. 

2023 Oct 15;13(5):309-319. 

(10) Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Hotta D, Tanaka S. Lethal complication: 
Ventricular septal perforation and right ventricular infarction after acute 

myocardial infarction. Clin Case Rep. 2023 Oct 15;11(10):e7994. 

(11) Wang M, Kono M, Yamaguchi Y, Islam J, Shoji S, Kitagawa Y, Fushimi K, 
Watanabe S, Matsuba G, Yamamoto A, Tanaka M, Tsuda M, Tanaka S, Hasegawa Y. 

Structure-changeable luminescent Eu(III) complex as a human cancer grade 

probing system for brain tumor diagnosis. Sci Rep. 2024 Jan 22;14(1):778. 

Epub2023 

(12) （総説）Imajo, M., Hirota, A., Tanaka S. Generation of Fetal Intestinal 

Organoids and Their Maturation into Adult Intestinal Cells. Mehods Mol Biol., 

2650, 133-140, 2023 

 

和文論文・総説 

(1) 田中伸哉、鈴鹿淳、Lei Wang、津田真寿美、Jian Ping Gong：ハイドロゲルを用いた迅

速がん幹細胞誘導、細胞 55, 23-25, 2023 

(2) 小田義崇、湯澤明夏、田中伸哉：【中枢神経系腫瘍の病理 I】病理診断コア 髄膜腫、病

理と臨床 41, 64-71, 2023 

(3) 田中伸哉、岡田宏美：【中枢神経系腫瘍の病理 I】病理診断コア 松果体腫瘍、病理と臨

床 41, 72-78, 2023 
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和文著書 

(1) 横尾英明、田中伸哉 編 「特集・中枢神経系腫瘍の病理 I」、病理と臨床 2023 年 1月

号（41 号 1巻） 

(2) 横尾英明、田中伸哉 編 「特集・中枢神経系腫瘍の病理 II」、病理と臨床 2023 年 2 月

号（41 号 2 巻） 

(3) 脳腫瘍取扱い規約第 5版 規約改訂委員会：齋藤延人、成田善孝、園田順彦、小森隆司、

横尾英明、田中伸哉、柴原純二 「臨床・病理 脳腫瘍取扱い規約 第 5版」、編集 日

本脳神経外科学会／日本病理学会、金原出版 2023 年 10 月 

 

国際学会発表 

(1) Jean-Emmanuel Clement, Zannatul Ferdous, Masumi Tsuda, Shinya Tanaka, Jian Ping 
Gong, Thomas Bocklitz, Katsumasa Fujita, Tamiki Komatsuzaki : Advancing the 

Detection of Cancer Stem Cells Using Line Illumination Raman Microscopy and 

Hydrogel Substrates. The 11th International Conference on Biological Physics, 

Seoul, 2023.8.  

(2) Jean-Emmanuel Clement, Zannatul Ferdous, Masumi Tsuda, Shinya Tanaka, Jian Ping 
Gong, JN Taylor, Thomas Bocklitz, Katsumasa Fujita, Tamiki Komatsuzaki : 

Advancing cancer stem cell detection through line illumination Raman microscope 

and hydrogel substrate. The Great SCIentific exchange, Sparks, 2023.10.  

 

（特別講演・シンポジウム） 

(1) Shinya Tanaka : Pre-ASNO2023, Educational Session-Neuropathology Program: 

Adaptation to WHO 5th program. ‘Meningiomas’, The 18th ASNO (Asian Society of 

Neuro-Oncology), Bali, 2023.10. 

 

国内学会発表 

(1) 種井善一、石田裕樹、浅野目卓、小田義崇、王磊、津田真寿美、佐藤憲市、田中伸哉：60

歳台女性の多嚢胞を伴う右側頭頭頂部腫瘍、第 130 回東京脳腫瘍研究会・第 118 回近畿脳

腫瘍病理検討会合同研究会、京都、2023.3.  

(2) 寺島祐樹、種井善一、浅野目卓、黒田花音、小田義崇、谷川聖、王磊、津田真寿美、佐藤

憲市、田中伸哉：72 歳女性の Multinodular and Vacuolating Neuronal Tumor of the 

cerebrum の 1例、第 112 回日本病理学会総会、下関、2023.4.  
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下膵十二指腸動脈瘤塞栓中の上腸間膜動脈へのコイル逸脱を bail out し得た一例

(26) 第 31 回北海道脳 PET･SPECT 研究会、WEB 開催、2023.10.14

池辺洋平、工藤與亮、平田健司、白猪亨、原田太以佑、清水幸衣、藤間憲幸：MRI による

脳酸素摂取率の評価～もやもや病患者における O15-PET との比較～

(27) 第 31 回北海道脳 PET･SPECT 研究会、WEB 開催、2023.10.14

竹中淳規、平田健司、渡邊史郎、工藤與亮：甲状腺癌術後の転移・再発診断を目的とした

FDG-PET/CT で偶然認められた下垂体集積：甲状腺刺激ホルモン値との比較検討

(28) 第 149 回日本医学放射線学会北日本地方会・第 94 回日本核医学会北日本地方会、仙台

市、Web 開催、2023.10.21

渡邊史郎、平田健司、竹中淳規、若林直人、宗像大和、孫田惠一、工藤與亮：再発・転移

を有する分化型甲状腺癌におけるソマトスタチンレセプター発現に関する初期検討

(29) 第 149 回日本医学放射線学会北日本地方会・第 94 回日本核医学会北日本地方会、仙台

市、Web 開催、2023.10.21

竹中淳規、加藤扶美、平田健司、渡邊史郎、若林直人、渕瀨佳史子、森静香、宗像大和、

孫田惠一、細田充主、高橋將人、工藤與亮：乳癌における腹臥位での FDG-PET 撮像に関す

る初期検討

(30) 第 79 回 北海道血管造影・Interventional Radiology 研究会、札幌市、2024.2.17

⼟橋⼤樹、阿保⼤介、加藤⼤祐、森⽥亮、⽊野⽥直也、藤井宝顕、⼭崎康之、⾼柳歩、

⼯藤與亮、⽥⼝純、⽵内啓：有痛性⾻転移に対する動脈塞栓術の検討

(31) 第 82 回日本医学放射線学会総会、横浜（Web 開催）、2023.4.13-16
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工藤與亮：富士フイルムの医療 AI 技術「REiLI」の実臨床運用と最新技術の紹介 ～病変

検出からレポーティング～ 

工藤與亮：脳卒中の CT/MRI 診断の基本とピットフォール 

(32) 第 82 回日本医学放射線学会総会、横浜（Web 開催）、2023.4.13-16 

原田太以佑：画像診断ガイドラインの利用における m3 アンケート結果の紹介と総合討

論 

(33) 第 23 回日本核医学会春季大会スポンサーズセミナー、オンライン公開、2023.4.26-6.1 

平田健司：核医学における AI の活用と展望 

(34) 糺の森医学研究会、京都、2023.5.15 

工藤與亮：医療 AI の最近の話題と教育の実践 

(35) 須賀高校出前授業、オンライン開催、2023.5.15  

平田健司：医療 AI  

(36) 第 459 回国際治療談話会 例会、オンライン開催、2023.5.18 

平田健司：核医学診断・治療における AIの役割 

(37) 第 15 回 医療 AI 特別セミナー、札幌市（Zoom によるオンライン形式）、2023.5.29 

工藤與亮：生成系 AI の急速な発展から医療 AIを考える 

(38) 天使病院講演会、札幌市、2023.5.31 

平田健司：医療 AI の基礎と最新の話題：ChatGPT などの大規模言語モデルは医療をどう

変えるか 

(39) 第 38 回青森核医学研究会、青森市、2023.6.10 

平田健司：核医学に新たな力を与える AI：画像診断、画像生成、大規模言語モデル 

(40) 第 593 回 NR 懇話会、東京都、ハイブリッド開催、2023.6.10  

池辺洋平、原田太以佑、工藤與亮：死後画像診断について 

(41) 第 24 回 MR 入門講座、Web 開催、2023.6.17  

工藤與亮：MRI 検査の基礎：中枢神経・脊椎領域 

(42) 第 32 回日本脳ドック学会総会、盛岡、2023.6.23 

工藤與亮：AI 支援による MRI 画像解析 

(43) 第 3回かがやき画像診断セミナー、Web 開催、2023.6.24 

工藤與亮：ＭＲＩを用いたＡＤの早期診断の試みと将来展望 

(44) 帯広神経画像検討会、帯広市、2023.7.14 

工藤與亮：DWI 高信号の鑑別 

(45) 令和 5年度第 2回画像診断講演会、京都市（京都大学医学部附属病院臨床講堂地階討議

室）、2023.7.14 

平田健司：人工知能(AI)、大規模言語モデル(LLM)を核医学にどう活かすか 

(46) 第 593 回 NR 懇話会、東京都、ハイブリッド開催、2023.6.10  

池辺洋平、原田太以佑、工藤與亮：死後画像診断について 

(47) 第 43 回神経放射線ワークショップ、鹿児島市、ハイブリッド開催、2023.7.21 

工藤與亮：アルツハイマー病の病態：Glymphatic System と血管透過性 
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(48) 高知核医学研究会、高知市、2023.7.21 

平田健司：核医学診断・治療に AI を活用する ～ 画像診断・画質改善から大規模言語

モデルまで 

(49) 第１回北海道 NM技術研究会、オンライン開催、2023.9.1 

平田健司：核医学の進化：読影医が期待する画像技術の現状と未来の可能性 

(50) 北海道 FDSD フォーラム、札幌市、2023.9.1 

平田健司：ChatGPT を利用した次世代プログラミング教育：医療 AI 人材育成での試み 

(51) 第 53 回日本神経精神薬理学会年会、東京、2023.9.7-9 

亀田浩之：17O 標識水と MRI を用いた髄液循環の可視化 

(52) 第 59 回日本医学放射線学会秋季臨床学会、徳島市、ハイブリッド開催、2023.9.15-17 

工藤與亮：アルツハイマー病の病態：Glymphatic System と血管透過性 

(53) 第 59 回日本医学放射線学会秋季臨床学会、徳島市、ハイブリッド開催、2023.9.15-17 

原田太以佑：画像診断ガイドラインの利用における m3 アンケート結果の紹介 

(54) JRMRM2023 第 51回日本磁気共鳴医学会大会、軽井沢町、2023.9.22-24 

工藤與亮：AI 支援による MRI 画像解析 

(55) JRMRM2023 第 51回日本磁気共鳴医学会大会、軽井沢町、2023.9.22-24 

工藤與亮：MR 灌流画像での標準化の経験 

(56) JRMRM2023 第 51回日本磁気共鳴医学会大会、軽井沢町、2023.9.22-24 

原田太以佑：定量的磁化率マッピングの基礎と臨床応用 

(57) JRMRM2023 第 51回日本磁気共鳴医学会大会、軽井沢町、2023.9.22-24 

亀田浩之：17O 標識水と MRI を用いた neurofluids の可視化 

(58) 第 88 回日本泌尿器科学会東部総会ワークショップ 4、札幌市、2023.10.7 

平田健司：放射線内用療法（ルタテラ、MIBG、LuPSMA 等）が切り拓く新規癌治療の到来、

「前立腺癌に対する PSMA-PET の最新の話題：ガリウムかフッ素か？ AI の利用は？」 

(59) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.10.10 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(60) 第 9回北大・部局横断シンポジウム、2023.10.11 

亀田浩之：17O 標識水と MRI を用いた急性期脳梗塞の浮腫形成の解明 

(61) 第 14 回 胆振日高放射線治療研究会、苫小牧、2023.10.12 

原田太以佑：脳転移と放射線治療による画像所見 

(62) Neurology & Neurological Science Seminar、東京、2023.10.17 

工藤與亮：酸素の安定同位体 O-17 標識水による脳内水動態解析 

(63) 横須賀高校生徒の北大訪問授業、北海道大学、2023.10.17  

平田健司：医療における AI について学ぼう 

(64) LEQEMBI Web Seminar、2023.10.18、Web 開催 

工藤與亮：ARIA の撮像および読影のポイント 

(65) Academic Fantasista （アカデミックファンタジスタ）、2023.10.18、市立札幌開成中等

教育学校 
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工藤興亮：人工知能を使って未来の医療を作る 

(66) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.10.24 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(67) 最新の認知症治療について語る会、札幌市、2023.11.1 

工藤與亮：ARIA について 

(68) 第 25 回秋田核医学談話会、オンライン開催、2023.11.2 

平田健司：核医学における AI（人工知能）の展開: 診断支援、画像生成、大規模言語モデ

ルの応用 

(69) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.11.6 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(70) 小樽・後志 画像診断セミナー、小樽市、2023.11.7 

工藤與亮：医療 AI と放射線画像診断 

(71) 帯広神経画像検討会、帯広市、2023.11.10 

工藤與亮：ARIA 

(72) PET 動態イメージングセミナー in 札幌、札幌市、2023.11.14 

平田健司：AI を利用した全身 FDG-PET/CT の解剖学的標準化の試み 

(73) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.11.22 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(74) 第 42 回⽇本認知症学会学術集会、奈良市、2023.11.24 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(75) 日本放射線腫瘍学会第 36 回学術大会ランチョンセミナー11、横浜市、2023.12.1 

平田健司：多診療科連携を軸とした PRRT の現状と将来：北海道大学病院の取り組み 

(76) Education-oriented Webinar Series(2)、オンライン開催、2023.12.4 

平田健司：画像診断 AIから ChatGPT まで：大規模言語モデルの時代と医療 AI 研究・教育

の新たな展開 

(77) 第 24 回北海道小児神経症例検討会札幌市、2024.1.27 

原田太以佑：北海道大学症例の画像コメント（コメンテーター） 

(78) 第 600 回 NR 懇話会、東京、2024.2.11 

原田太以佑：症例① SMART syndrome 

(79) LEQEMBI Japan Kick off Meeting、東京、2024.1.20 

工藤與亮：レケンビの臨床試験から ARIA について紐解く 

(80) AD 研究会 画像診断サブコミッティ 2024、東京、2024.2.3 

工藤與亮：ARIA のマネージメントにおける MRI 撮像・読影のポイント 

(81) 第 53 回日本神経放射線学会、さいたま市、2024.2.10 

工藤與亮：アミロイド関連画像異常（ARIA）の概要と読影のポイント 

(82) 第 1回アルツハイマー病の抗Aβ抗体薬の投与に関する脳MRI診断講習会、さいたま市、

2024.2.10 
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工藤與亮：ARIA の背景と目的 

レケンビ適正使用セミナー、仙台市、2024.2.16 

工藤與亮：ARIA の基本とマネージメントの実際 

(83) 第 3回関東心臓 MRI 研究会、東京都（御茶ノ水トライエッジカンファレンス）、2024.2.17 

平田健司：急速に進化する ChatGPT, MyGPTs を使って、医師の仕事を効率よく、そして楽

しく 

(84) 第 49 回日本脳卒中学会学術集会、横浜市、2024.3.8 

工藤與亮：QSM による認知症診断と酸素代謝解析 

(85) RI 画像処理勉強会、オンライン開催、2024.3.13 

平田健司：AI と共に進化する核医学：診断支援、画質改善、被ばく低減、そして自然言語

処理まで 

(86) 帯広神経画像検討会、帯広市、2024.3.15 

工藤與亮：ARIA 

(87) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2024.3.19 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(88) 日本内科学会 市民公開講座、札幌市、2024.3.20 

工藤與亮：人工知能（AI）と共に歩む未来の医療 

(89) Next Stage Startup Meeting of Early AD、札幌市、2024.3.27 

工藤與亮：ARIA の基本とマネージメントの実際 

(90) 人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン、2024 年オンライン公開 

平田健司：統合がん診断治療学Ⅰ「PET」 

 

 

●免疫・代謝内科学教室 

英文原著論文 

(1) Tarumi T, Abe N, Atsumi T. Progressive cognitive dysfunction with subdural 
polycystic hygroma and systemic inflammation under immunosuppressive therapy. 

Int J Rheum Dis 2023 Apr;26(4):808-809. 

(2) Moriya H, Kato M, Hisada R, Ninagawa K, Tada M, Sakiyama K, Yasuda M, Kono M, 
Fujieda Y, Amengual O, Kikuchi Y, Tsujino I, Sato T, Atsumi T. The chest CT 

signs for pulmonary veno-occlusive disease correlate with pulmonary 

hemodynamics in systemic sclerosis. 2024 Jul 1;63(7):1868-1873. 
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●遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野 

英文原著論文 

(1) Naim F, Hasebe R, Hojyo S, Shichibu Y, Ishii A, Tanaka Y, Tainaka K, Kubota SI, 
Konishi K, Murakami M. In situ Microinflammation Detection Using Gold Nanoclusters 

and a Tissue-clearing Method. Bio Protoc. 2023 Apr 5;13(7):e4644. doi: 

10.21769/BioProtoc.4644. IF=0.8 

(2) Zhai T, Mitamura T, Wang L, Kubota SI, Murakami M, Tanaka S, Watari H. Combination 
therapy with bevacizumab and a CCR2 inhibitor for human ovarian cancer: An in vivo 

validation study. Cancer Med. 2023 Apr;12(8):9697-9708. doi: 10.1002/cam4.5674. 

IF=4.0 

(3) Matsuyama S, Yamamoto R, Murakami K, Takahashi N, Nishi R, Ishii A, Nio-Kobayashi 
J, Abe N, Tanaka K, Jiang JJ, Kawamoto T, Iwanaga T, Shinohara Y, Yamasaki T, Ohki 

I, Hojyo S, Hasebe R, Kubota SI, Hirata N, Kamimura D, Hashimoto S, Tanaka Y, 

Murakami M. GM-CSF Promotes the Survival of Peripheral-Derived Myeloid Cells in 

the Central Nervous System for Pain-Induced Relapse of Neuroinflammation. J 

Immunol. 2023 Jul 1;211(1):34-42. doi:10.4049/jimmunol.2200567. IF=4.4 

(4) Kida H, Jiang JJ, Matsui Y, Takahashi I, Hasebe R, Kawamura D, Endo T, Shibayama H, 
Kondo M, Nishio Y, Nishida K, Matsuno Y, Oikawa T, Kubota SI, Hojyo S, Iwasaki N, 

Hashimoto S, Tanaka Y, Murakami M. Dupuytren's contracture-associated SNPs 

increase SFRP4 expression in non-immune cells including fibroblasts to enhance 

inflammation development. Int Immunol. 2023 Jul 7;35(7):303-312. doi: 

10.1093/intimm/dxad004. IF=4.4 

(5) Teoh YB, Jiang JJ, Yamasaki T, Nagata N, Sugawara T, Hasebe R, Ohta H, Sasaki N, 
Yokoyama N, Nakamura K, Kagawa Y, Takiguchi M, Murakami M. An inflammatory bowel 

disease-associated SNP increases local thyroglobulin expression to develop 

inflammation in miniature dachshunds. Front Vet Sci. 2023 Jul 14;10:1192888. doi: 

10.3389/fvets.2023.1192888. IF=3.5 

(6) Yamasaki T, Nagata N, Atsumi T, Hasebe R, Tanaka Y, Ohki I, Kubota S, Shinohara Y, 
Bin Teoh Y, Yokoyama N, Sasaki N, Nakamura K, Ohta H, Katsurada T, Matsuno Y, 

Hojyo S, Hashimoto S, Takiguchi M, Murakami M. Zoobiquity experiments show the 

importance of the local MMP9-plasminogen axis in inflammatory bowel diseases in 

both dogs and patients. Int Immunol. 2023 Jul 7;35(7):313-326. 

doi:10.1093/intimm/dxad006. IF=4.4 

(7) Akabane K, Murakami K, Murakami M. Gateway reflexes are neural circuits that 
establish the gateway of immune cells to regulate tissue specific inflammation. 

Expert Opin Ther Targets. 2023 Jan-Jun;27(6):469-477. 

doi:10.1080/14728222.2023.2225215. IF=5.8 

(8) Senjo H, Harada S, Kubota SI, Tanaka Y, Tateno T, Zhang Z, Okada S, Chen X, Kikuchi 
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R, Miyashita N, Onozawa M, Goto H, Endo T, Hasegawa Y, Ohigashi H, Ara T, Hasegawa 

Y, Murakami M, Teshima T, Hashimoto D. Calcineurin inhibitor inhibits tolerance 

induction by suppressing terminal exhaustion of donor T cells after allo-HCT. 

Blood. 2023 Aug 3;142(5):477-492. doi: 10.1182/blood.2023019875. IF=20.3 

(9) Yamamoto R, Yamada S, Atsumi T, Murakami K, Hashimoto A, Naito S, Tanaka Y, Ohki I, 
Shinohara Y, Iwasaki N, Yoshimura A, Jiang JJ, Kamimura D, Hojyo S, Kubota SI, 

Hashimoto S, Murakami M. Computer model of IL-6-dependent rheumatoid arthritis in 

F759 mice. Int Immunol. 2023 Sep 5;35(9):403-421. doi:10.1093/intimm/dxad016. 

IF=4.4 

(10) Murakami K, Kubota SI, Tanaka K, Tanaka H, Akabane K, Suzuki R, Shinohara Y, Takei 
H, Hashimoto S, Tanaka Y, Hojyo S, Sakamoto O, Naono N, Takaai T, Sato K, Kojima 

Y, Harada T, Hattori T, Fuke S, Yokota I, Konno S, Washio T, Fukuhara T, Teshima 

T, Taniguchi M, Murakami M. High-precision rapid testing of omicron SARS-CoV-2 

variants in clinical samples using AI-nanopore. Lab Chip. 2023 Nov 7;23(22):4909-

4918. doi: 10.1039/d3lc00572k. IF=6.1 

(11) Kurosu T, Okuzaki D, Sakai Y, Kadi MA, Phanthanawiboon S, Ami Y, Shimojima M, 
Yoshikawa T, Fukushi S, Nagata N, Suzuki T, Kamimura D, Murakami M, Ebihara H, 

Saijo M. Dengue virus infection induces selective expansion of Vγ4 and Vγ6TCR 

γδ T cells in the small intestine and a cytokine storm driving vascular leakage 

in mice. PLoS Negl Trop Dis. 2023 Nov 8;17(11):e0011743. doi: 

10.1371/journal.pntd.0011743. IF=3.8 

(12) Tanaka H, Hasebe R, Murakami K, Sugawara T, Yamasaki T, Murakami M. Gateway 
reflexes describe novel neuro-immune communications that establish immune cell 

gateways at specific vessels. Bioelectron Med. 2023 Nov 8;9(1):24. doi: 

10.1186/s42234-023-00126-1. IF=5.4 

(13) Shiraishi H, Egawa K, Murakami K, Nakajima M, Ueda Y, Nakakubo S, Narugami M, 
Kimura S, Goto T, Hiramatsu Y, Murakami M. Transcutaneous auricular vagus nerve 

stimulation therapy in patients with cognitively preserved structural focal 

epilepsy: A case series report. Brain Dev. 2024 Jan;46(1):49-56. doi: 

10.1016/j.braindev.2023.08.007. IF=1.7 

(14) Naito S, Tanaka H, Jiang JJ, Tarumi M, Hashimoto A, Tanaka Y, Murakami K, Kubota 
SI, Hojyo S, Hashimoto S, Murakami M, DDX6 is involved in the pathogenesis of 

inflammatory diseases via NF-κB activation, Biochem Biophys Res Commun, 2024 Apr 
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和文論文・総説 

(1) 亀田浩之、小牧裕司、安井正人、工藤與亮：動注モデルラットを用いた 17O 標識水によ

る脳血管水透過性の評価:初期検討、北海道放射線医学雑誌、2024 年 3月、第 4巻 P.1-

6 

(2) 土橋大樹、平田健司、渡邊史郎、竹中淳規、若林直人、木村理奈、坂本圭太、工藤 與亮：

大規模言語モデルを用いた読影レポートからの情報抽出： ChatGPT3.5、ChatGPT4 および 

Google Bard の比較 Information Extraction from Radiology Reports Using Large 

Language Models: A Comparison of ChatGPT3.5, ChatGPT4, and Google Bard、北海道放

射線医学雑誌、2024 年 3 月、第 4巻 P.7-12 

(3) 唐明輝, 平田健司, 杉森博行, 吉村高明, 小笠原克彦, 中谷純, 工藤與亮: 北海道大学

における医療 AI開発者育成プログラムの活動と展望, インナービジョン 2023.07; 38 巻

7 号,19-20,  

(4) 唐明輝, 平田健司, 佐藤夏季, 杉森博行, 吉村高明, 小笠原克彦, 中谷純, 工藤與亮: 

第 2 回北海道大学医療 AI シンポジウム開催報告, 北海道放射線医学雑誌, 2024.3;4 巻, 
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国際学会発表 

(1) SMRM and ISMRT annual meeting and exhibition, Toronto, Canada, 2023.6.3-8 
Kameda H, Harada T, Sugimori H, Minowa K, Kudo K: Visualization of Human 

Neurofluids Using Intrathecal 17O-Labelled Water and MRI: A Preliminary Study  

(2) SMRM and ISMRT annual meeting and exhibition, Toronto, Canada, 2023.6.3-8 
Kinota N, Kameda H, Minowa K, and Kudo K: Blockage of CSF Outflow via Nasal 

Lymphatic Pathway in Rats after Deep Cervical Lymph Node Ligation Observed Using 

Intrathecal Gd-based MR imaging. 

(3) SMRM and ISMRT annual meeting and exhibition, Toronto, Canada, 2023.6.3-8 
Kinota N, Abo D, Kato D, Tsuneta S, Nishioka N, Fujima N, Minowa K, and Kudo K: 

Utility of Noncontrast-enhanced Turbo-field Echo-planar Imaging-based 4D Flow MRI 

for Portal Venous System. 

(4) SMRM and ISMRT annual meeting and exhibition, Toronto, Canada, 2023.6.3-8 
Tsuneta S, Aono S, Kimura R, Kwon J, Aoike T, Yoneyama M, Ishizaka K, Fujima N, 

Kudo K: The impact of deep-learning-based super resolution technique for cine 
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cardiac magnetic resonance. 

(5) EANM’23 Congress, Vienna, Austria, 2023.9.9-13 

Hirata K, Watanabe S, Takenaka J, Kimura R, Nagai T, Ogawa T, Kudo K: A non-rigid 

anatomical standardization of whole-body PET/CT identifies variation of FDG 

distribution with age and sex: an AI-assisted study. 

(6) EANM’23 Congress, Vienna, Austria, 2023.9.9-13 

Takenaka J, Watanabe S, Abe T, Tsuchikawa T, Takeuchi S, Hirata K, Kimura R, 

Wakabayashi N, Shinohara N, Kudo K: Metabolic tumor volume response on FDG-PET 

after [131I] MIBG radiotherapy in patients with metastatic pheochromocytomas and 

paragangliomas predicts their prognosis.  

(7) ISMRM JPC 2023, Karuizawa, Japan, 2023.9.23 
Nishioka N, Shimizu Y, Shirai T, Ochi H, Bito Y, Kameda H, Harada T, Kudo K: 

Automated detection of cerebral microbleeds using 2D-GRE T2* weighted images and 

convolutional neural networks with morphology filter. 

(8) The 10th GCB Biomedical Science and Engineering Symposium, Sapporo, 2023.8.20 
Hirata K: AI-assisted neuroimaging in nuclear medicine 

(9) Korea-Japan AI radiology symposium, Seoul, Korea, 2023.9.8 
Kudo K: AI-Assisted MRI Analysis and AI Education in Japan 

(10) Taiwan-Japan Bilateral Smart Medicine Workshop, Taipei, Taiwan, 2023.10.13 
Kudo K: Development and Functionality of the Brain Perfusion Imaging Analysis 

Program “PMAneo” 

(11) Imaging Summit 2023, Taipei, Taiwan, 2023.10.14 
Kudo K: Advancing Medical AI in Neuroradiology: From AI Education to Clinical 

Research 

(12) The 26th Hokkaido University Seol National University Joint Symposium, Satellite 
Session, online, 2023.11.1 

Hirata K: AI in Nuclear Medicine: Understanding the Power and the Limitation 

(13) National Virtual Workshop on Nuclear Medicine and Perspectives of the Ministry 
of Health on Improving Molecular Imaging Services in Rwanda, 2024.3.19. 

Hirata K: Basis of cardiac SPECT imaging of ischemic heart disease 

 

国内学会発表 

(1) 第 82 回日本医学放射線学会総会、横浜（Web 開催）、2023.4.13-16 

工藤與亮：富士フイルムの医療 AI 技術「REiLI」の実臨床運用と最新技術の紹介 ～病変

検出からレポーティング～ 

(2) 第 82 回日本医学放射線学会総会、横浜（Web 開催）、2023.4.13-16 

工藤與亮：脳卒中の CT/MRI 診断の基本とピットフォール 

(3) 第 23 回日本核医学会春季大会スポンサーズセミナー、オンライン公開、2023.4.26-6.1 
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平田健司：核医学における AI の活用と展望 

(4) 糺の森医学研究会、京都、2023.5.15 

工藤與亮：医療 AI の最近の話題と教育の実践 

(5) 須賀高校出前授業、オンライン開催、2023.5.15  

平田健司：医療 AI  

(6) 第 459 回国際治療談話会 例会、オンライン開催、2023.5.18 

平田健司：核医学診断・治療における AIの役割 

(7) 第 15 回 医療 AI 特別セミナー、札幌市（Zoom によるオンライン形式）、2023.5.29 

工藤與亮：生成系 AI の急速な発展から医療 AIを考える 

(8) 天使病院講演会、札幌市、2023.5.31 

平田健司：医療 AI の基礎と最新の話題：ChatGPT などの大規模言語モデルは医療をどう変

えるか 

(9) 第 38 回青森核医学研究会、青森市、2023.6.10 

平田健司：核医学に新たな力を与える AI：画像診断、画像生成、大規模言語モデル 

(10) 第 24 回 MR 入門講座、Web 開催、2023.6.17  

工藤與亮：MRI 検査の基礎：中枢神経・脊椎領域 

(11) 第 32 回日本脳ドック学会総会、盛岡、2023.6.23 

工藤與亮：AI 支援による MRI 画像解析 

(12) 第 3回かがやき画像診断セミナー、Web 開催、2023.6.24 

工藤與亮：ＭＲＩを用いたＡＤの早期診断の試みと将来展望 

(13) 帯広神経画像検討会、帯広市、2023.7.14 

工藤與亮：DWI 高信号の鑑別 

(14) 令和 5年度第 2回画像診断講演会、京都市（京都大学医学部附属病院臨床講堂地階討議

室）、2023.7.14 

平田健司：人工知能(AI)、大規模言語モデル(LLM)を核医学にどう活かすか 

(15) 第 43 回神経放射線ワークショップ、鹿児島市、ハイブリッド開催、2023.7.21 

工藤與亮：アルツハイマー病の病態：Glymphatic System と血管透過性 

(16) 高知核医学研究会、高知市、2023.7.21 

平田健司：核医学診断・治療に AI を活用する ～ 画像診断・画質改善から大規模言

語モデルまで 

(17) 第１回北海道 NM技術研究会、オンライン開催、2023.9.1 

平田健司：核医学の進化：読影医が期待する画像技術の現状と未来の可能性 

(18) 北海道 FDSD フォーラム、札幌市、2023.9.1 

平田健司：ChatGPT を利用した次世代プログラミング教育：医療 AI 人材育成での試み 

(19) 第 59 回日本医学放射線学会秋季臨床学会、徳島市、ハイブリッド開催、2023.9.15-17 

工藤與亮：アルツハイマー病の病態：Glymphatic System と血管透過性 

(20) JRMRM2023 第 51回日本磁気共鳴医学会大会、軽井沢町、2023.9.22-24 

工藤與亮：AI 支援による MRI 画像解析 
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(21) JRMRM2023 第 51回日本磁気共鳴医学会大会、軽井沢町、2023.9.22-24 

工藤與亮：MR 灌流画像での標準化の経験 

(22) 第 88 回日本泌尿器科学会東部総会ワークショップ 4、札幌市、2023.10.7 

平田健司：放射線内用療法（ルタテラ、MIBG、LuPSMA 等）が切り拓く新規癌治療の到来、

「前立腺癌に対する PSMA-PET の最新の話題：ガリウムかフッ素か？ AI の利用は？」 

(23) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.10.10 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(24) Neurology & Neurological Science Seminar、東京、2023.10.17 

工藤與亮：酸素の安定同位体 O-17 標識水による脳内水動態解析 

(25) 横須賀高校生徒の北大訪問授業、北海道大学、2023.10.17  

平田健司：医療における AI について学ぼう 

(26) LEQEMBI Web Seminar、2023.10.18、Web 開催 

工藤與亮：ARIA の撮像および読影のポイント 

(27) Academic Fantasista （アカデミックファンタジスタ）、2023.10.18、市立札幌開成中等

教育学校 

工藤興亮：人工知能を使って未来の医療を作る 

(28) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.10.24 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(29) 最新の認知症治療について語る会、札幌市、2023.11.1 

工藤與亮：ARIA について 

(30) 第 25 回秋田核医学談話会、オンライン開催、2023.11.2 

平田健司：核医学における AI（人工知能）の展開: 診断支援、画像生成、大規模言語モ 

デルの応用 

(31) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.11.6 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(32) 小樽・後志 画像診断セミナー、小樽市、2023.11.7 

工藤與亮：医療 AI と放射線画像診断 

(33) 帯広神経画像検討会、帯広市、2023.11.10 

工藤與亮：ARIA 

(34) PET 動態イメージングセミナー in 札幌、札幌市、2023.11.14 

平田健司：AI を利用した全身 FDG-PET/CT の解剖学的標準化の試み 

(35) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2023.11.22 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(36) 第 42 回⽇本認知症学会学術集会、奈良市、2023.11.24 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(37) 日本放射線腫瘍学会第 36 回学術大会ランチョンセミナー11、横浜市、2023.12.1 

平田健司：多診療科連携を軸とした PRRT の現状と将来：北海道大学病院の取り組み 
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(38) Education-oriented Webinar Series(2)、オンライン開催、2023.12.4 

平田健司：画像診断 AIから ChatGPT まで：大規模言語モデルの時代と医療 AI 研究・教

育の新たな展開 

(39) LEQEMBI Japan Kick off Meeting、東京、2024.1.20 

工藤與亮：レケンビの臨床試験から ARIA について紐解く 

(40) AD 研究会 画像診断サブコミッティ 2024、東京、2024.2.3 

工藤與亮：ARIA のマネージメントにおける MRI 撮像・読影のポイント 

(41) 第 53 回日本神経放射線学会、さいたま市、2024.2.10 

工藤與亮：アミロイド関連画像異常（ARIA）の概要と読影のポイント 

(42) 第 1回アルツハイマー病の抗Aβ抗体薬の投与に関する脳MRI診断講習会、さいたま市、

2024.2.10 

工藤與亮：ARIA の背景と目的レケンビ適正使用セミナー、仙台市、2024.2.16 

工藤與亮：ARIA の基本とマネージメントの実際 

(43) 第 3回関東心臓 MRI 研究会、東京都（御茶ノ水トライエッジカンファレンス）、2024.2.17 

平田健司：急速に進化する ChatGPT, MyGPTs を使って、医師の仕事を効率よく、そして

楽しく 

(44) 第 49 回日本脳卒中学会学術集会、横浜市、2024.3.8 

工藤與亮：QSM による認知症診断と酸素代謝解析 

(45) RI 画像処理勉強会、オンライン開催、2024.3.13 

平田健司：AI と共に進化する核医学：診断支援、画質改善、被ばく低減、そして自然言

語処理まで 

(46) 帯広神経画像検討会、帯広市、2024.3.15 

工藤與亮：ARIA 

(47) LEQEMBI Web Seminar、Web 開催、2024.3.19 

工藤與亮：ARIA をどのように読み解くか 

(48) 日本内科学会 市民公開講座、札幌市、2024.3.20 

工藤與亮：人工知能（AI）と共に歩む未来の医療 

(49) Next Stage Startup Meeting of Early AD、札幌市、2024.3.27 

工藤與亮：ARIA の基本とマネージメントの実際 

(50) 人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン、2024 年オンライン公開 

平田健司：統合がん診断治療学Ⅰ「PET」 

 

●情報科学研究院メディアダイナミクス研究室 

英文原著論文 

(1) Li G, Togo R, Ogawa T, Haseyama M. Importance-aware adaptive dataset 

distillation. Neural Netw. 2024 Apr:172:106154. doi: 

10.1016/j.neunet.2024.106154. Epub 2024 Jan 29. PMID: 38309137. 
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国際学会発表 

(1) Zhu H, Togo R, Ogawa T, Haseyama M, “Prompt-based personalized federated 

learning for medical visual question answering,” IEEE International Conference 

on Acoustics, Speech and Signal Processing (ICASSP), Seoul, 2024.4. DOI: 

10.1109/ICASSP48485.2024.10445933 

(2) Li G, Togo R, Ogawa T, Haseyama M, “RGMIM: Region-guided masked image modeling 

for learning meaningful representations from X-ray images,” European 

Conference on Computer Vision (ECCV) Workshops, Milan, 2024.9. (Accepted) 

(3) Tasai R, Li G, Togo R, Tang M, Yoshimura T, Sugimori H, Hirata K, Ogawa T, Kudo 

K, Haseyama M, “Lung cancer classification using masked autoencoder pretrained 

on J-MID database,” IEEE Global Conference on Consumer Electronics (GCCE), 

Kokura, Japan, 2024.10. (Accepted) 

(4) Tsutsumi A, Li G, Togo R, Ogawa T, Kondo S, Haseyama M, “Lung disease 

classification with limited training data based on weight selection 

technique,” IEEE Global Conference on Consumer Electronics (GCCE), Kokura, 

Japan, 2024.10. (Accepted) 

国内学会発表 

(1) Zhu H, Togo R, Ogawa T, Haseyama M, “Reliable and Personalized Federated 

Learning with Prompt-based Method for Visual Question Answering in Medical 

Domain,” Meeting on Image Recognition and Understanding (MIRU), Kumamoto, 

2024.8. 

(2) 太齊 蓮, 李 広, 藤後 廉, 唐 明輝, 吉村 高明, 杉森 博行, 平田 健司, 小川 貴弘, 

工藤 與亮, 長谷山 美紀, “J-MID データベースを用いたドメイン知識を考慮した継続

自己教師あり学習に基づく肺疾患の分類に関する検討,” 令和 6年度 電気・情報関係学

会北海道支部連合大会, 札幌, 2024.11. （発表予定） 

(3) 堤 彩花, 李 広, 藤後 廉, 小川 貴弘, 近藤 敏志, 長谷山 美紀, “重み選択に基づく

少量データセットでの肺疾患分類に関する検討,” 令和 6年度 電気・情報関係学会北海

道支部連合大会, 札幌, 2024.11. （発表予定） 

●薬学研究院生体分析化学研究室 

英文原著論文 

(1) Ogawara K, Inanami O, Takakura H, Saita K, Nakajima K, Kumar S, Ieda N, 
Kobayashi M, Taketsugu T, Ogawa M. Theoretical Design and Synthesis of Caged 

Compounds Using X-Ray-Triggered Azo Bond Cleavage. Adv Sci (Weinh). 2024 

Mar;11(12):e2306586. 

(2) Nakajima K, Ogawa M. Near-infrared photoimmunotherapy and anti-cancer 
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immunity. Int Immunol. 2024 Feb 14;36(2):57-64. 

(3) Kojima C, Yao J, Nakajima K, Suzuki M, Tsujimoto A, Kuge Y, Ogawa M, Matsumoto 
A. Attenuated polyethylene glycol immunogenicity and overcoming accelerated 

blood clearance of a fully PEGylated dendrimer. Int J Pharm. 2024 Jun 

25;659:124193-124199. 

(4) Obara T, Kawano N, Tatsumi K, Katsuyama A, Nakajima K, Ogawa M, Ichikawa S. 
Development of small molecule-drug conjugates based on derivatives of natural 

proteasome inhibitors that exhibit selectivity for PSMA-expressing cancer 

cells. Bioorg Med Chem. 2024 Jun 15;108:117773-117785. 

(5) Obata H, Tsuji AB, Sudo H, Sugyo A, Hashiya K, Ikeda H, Itoh M, Minegishi K, 
Nagatsu K, Ogawa M, Bando T, Sugiyama H, Zhang MR. Novel Auger-Electron-

Emitting 191Pt-Labeled Pyrrole-Imidazole Polyamide Targeting MYCN Increases 

Cytotoxicity and Cytosolic dsDNA Granules in MYCN-Amplified Neuroblastoma. 

Pharmaceuticals (Basel). 2023 Oct 27;16(11):1526-1539. 

(6) Nakajima K, Sugikawa A, Yasui H, Higashikawa K, Suzuki C, Natsume T, Suzuki M, 
Takakura H, Tomita M, Takahashi S, Hirata K, Magata Y, Kuge Y, Ogawa M. In vivo 

imaging of acute physiological responses after treatment of cancer with near-

infrared photoimmunotherapy. Mol Imaging Biol. 2023 Aug;25(4):648-658. 

 

英文総説 

(1) Obata H, Ogawa M, Zalutsky MR.DNA Repair Inhibitors: Potential Targets and 
Partners for Targeted Radionuclide Therapy. Pharmaceutics. 2023 Jul 

11;15(7):1926. 

(2) Kobayashi H, Choyke PL, Ogawa M. The chemical basis of cytotoxicity of silicon-
phthalocyanine-based near infrared photoimmunotherapy (NIR-PIT) and its 

implications for treatment monitoring. Curr Opin Chem Biol. 2023 Jun;74:102289. 

 

和文論文・総説 

(1) 加藤博章, 小川美香子: 躍進する若手による物理系薬学研究のフロンティア（物理系薬

学部会シンポジウム）. 薬学雑誌 144(5)、503-504(2024) 

 

国際学会発表 

(1) Ogawa M. Targeted cancer therapy using photochemical reactions, APC2023 (12th 
Tokyo Tech International Symposium on Life Science and Technology), Yokohama, 

Jun. 2024. 

(2) Ogawa M. Cancer therapy using photochemical reactions, APC2023 (The 12th Asian 
Photochemistry Conference 2023), Melbourne, Nov. 2023. 

(3) Goto Y, Ando K, Nakajima K, Takakura H, Ogawa M. Development of a new red-
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shifted photosensitizer for near-infrared photoimmunotherapy, APC2023 (The 12th 

Asian Photochemistry Conference 2023), Melbourne, Nov. 2023. 

(4) Nakajima K, Sugikawa A, Yasui H, Higashikawa K, Suzuki C, Natsume T, Suzuki M, 
Takakura H, Tomita M, Takahashi S, Hirata K, Magata Y, Kuge Y, Ogawa M. In vivo 

imaging of acute physiological responses after treatment of cancer with near-

infrared photoimmunotherapy (NIR-PIT), WMIC2023 (World Molecular Imaging 

Congress 2023), Prague, Sep. 2023. 

(5) Ogawa M. Activation of compounds in vivo using light, ALPS2023 (The 12th 
Advanced Lasers and Photon Sources Conference), Yokohama, Dec. 2022. 

 

 

国内学会発表 

(1) 後藤 悠人、中島孝平、高倉栄男、小川美香子、より高い効率で光化学反応を起こす新たな

光免疫療法薬剤の開発、日本薬学会第 144 年会、横浜、2024.3 

(2) 小河原浩輝、家田直弥、中島孝平、高倉栄男、斉田謙一郎、Sonu Kumar、小林正人、武次

徹也、稲波修、小川美香子、アゾ結合の開裂を利用した X 線応答性ケージド化合物の開

発、日本薬学会第 144 年会、横浜、2024.3 

(3) 中島孝平、小川美香子、がんの新たな光治療法「光免疫療法」の細胞傷害メカニズム、日

本薬学会第 144 年会、横浜、2024.3 

(4) 小川美香子、光化学反応を利用したがん光治療法の開発、第 6回広帯域極限電磁波生命理

工連携研究会、神戸、2024.3 

(5) 小川美香子、新しいセラノスティクス治療、第 14 回放射線生物学セミナー、札幌、2024.3 

(6) 中島孝平、二口永時、中村和貴、栗田展輝、小川数馬、小川美香子、動脈硬化病変への

[18F]NaF 集積に関するモデル動物を用いた検討、第 63 回日本核医学会、大阪、2023.11 

(7) 安藤雅弥、中島孝平、松岡慶太郎、吉野達彦、松永茂樹、小川美香子、アリールヨードニ

ウムイリド担持樹脂を用いたアスタチン化反応の開発、第 63 回日本核医学会、大阪、

2023.11 

(8) 小河原浩輝、稲波修、高倉栄男、中島孝平、Sonu Kumar、斉田謙一郎、小林正人、武次徹

也、小川美香子、アゾ結合の開裂を利用した X線応答性ケージド化合物の開発、第 41 回

メディシナルケミストリーシンポジウム、名古屋、2023.11 

(9) 小川美香子、光・放射線を使った生体イメージングと治療への展開、第 32 会日本バイオ

イメージング学会学術集会、札幌、2023.11 

(10) 小川美香子、光化学反応を利用した新しいがん治療法、公開セミナー「光療法に関わる化

学」、新潟、2023.10 

(11) 家田直弥、澤田雅人、平形政菜、中尾章人、川口充康、澤本和延、吉原利忠、森泰生、小

川美香子、低酸素を操る光酸素スカベンジャーの開発と鉄含有タンパク質の光操作、メタ

ルバイオサイエンスシンポジウム 2023、岐阜、2023.10 

(12) 小川美香子、光を使った新しいがん治療法、第 65 回日本小児血液・がん学会学術集会、
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札幌、2023.9 

(13) 小川美香子、放射線、光を用いた生体深部の観察・制御、第 84 回応用物理学会秋季学術

講演会、熊本、2023.9 

(14) 小川美香子、抗体-色素複合体を使ったがん治療、第 72 回高分子討論会、香川、2023.9 

(15) 小河原浩輝､高倉栄男､中島孝平､斉田謙一郎､Sonu Kumar､小林正人､武次徹也､稲波修、小

川美香子、アゾ化合物を用いたＸ線により活性化されるケージド化合物の開発、第 82回

日本癌学会学術総会、横浜、2023.9 

(16) 小川美香子、放射線、ヨードニウムイリドを前駆体とする At-211 還元種を用いた標識反

応、短寿命 RI 利用研究シンポジウム、吹田、2023.8 

(17) 土屋光輝、高倉栄男、中島孝平、家田直弥、金子昂司、平沢壮、山岡禎久、石原美弥、小

川美香子、pH 応答性光音響イメージング剤の開発、第 35 回バイオメディカル分析科学シ

ンポジウム、札幌、2023.7 

(18) 中島孝平、二口永時、中村和貴、栗田展輝、小川美香子、動脈硬化病変における PET イメ

ージング剤[18F]NaF 集積に関する検討、第 55回日本動脈硬化学会総会・学術集会、宇都

宮、2023.7 

(19) 安藤雅弥、中島孝平、松岡慶太郎、吉野達彦、松永茂樹、小川美香子、アリールヨードニ

ウムイリド担持樹脂を前駆体とした求核的アスタチン化反応の開発、第 17 回日本分子イ

メージング学会、仙台、2023.6 

(20) 土屋光輝、高倉栄男、中島孝平、金子昂司、平沢壮、山岡禎久、石原美弥、小川美香子、

がんの光音響イメージングのための pKa を最適化した pH 応答性色素の開発、第 17 回日

本分子イメージング学会、仙台、2023.6 

(21) 水野咲季、後藤悠人、高倉栄男、中島孝平、小川美香子、放射線、Ｘ線によるフタロシア

ニンの軸配位子切断を用いたケージド化合物の開発、第17回日本分子イメージング学会、

仙台、2023.6 

(22) 小川美香子、放射線、光を用いた特異的イメージングと治療、第 17回日本分子イメージ

ング学会、仙台、2023.6 

(23) 小川美香子、放射線、光を用いた新しいがん分子標的治療法、第 27回日本がん分子標的

治療学会学術集会、佐賀、2023.6 

 

 

●保健科学研究院健康科学分野 

英文原著論文 

(1) Hongjian Zhang, Katsuhiko Ogasawara. Grad-CAM based Explainable Artificial 

Intelligence on Medical Text Processing. Bioengineering 10. 

Doi: 1070. https://doi.org/10.3390/bioengineering10091070, 2023. 

(2) Ryuichiro Ueda, Feng Han, Hongjian Zhang, Tomohiro Aoki, Katsuhiko Ogasawara*, 
Verification in the Early Stages of the COVID-19 Pandemic: Sentiment Analysis 
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of Japanese Twitter Users. JMIR Infodemiology.4:e37881, 2024. 

(3) Hiroyasu Sato, Katsuhiko Ogasawara*. ChatGPT (GPT-4) passes the Japanese 
National License Examination for Pharmacists in 2022, answering all items 

including those with diagrams: a descriptive study. Journal of Educational 

Evaluation for Health Professions. 

DOI:https://doi.org/10.3352/jeehp.2024.21.4, 2024. 

(4) Taku Sugiyama, Masaki Ito, Hiroyuki Sugimori, Minghui Tang, Toshitaka Nakamura, 
Katsuhiko Ogasawara, Hitoshi Matsuzawa, Naoki Nakayama, Sanju Lama, Garnette R 

Sutherland, Miki Fujimura. Tissue acceleration as a novel metric for surgical 

performance during carotid 

endarterectomy. Operative Neurosurg 25. 343-352,. DOI: 

10.1227/ons.0000000000000815, 2023. 

(5) Taku Sugiyama, Hiroyuki Sugimori, Minghui Tang, Yasuhiro Ito, Masayuki Gekka, 
Haruto Uchino, Masaki Ito, Katsuhiko Ogasawara, Miki Fujimura. Deep 

learning‑based video‑analysis of instrument motion in microvascular anastomosis 

training. Acta Neurochirurgica 166:6. 

https://doi.org/10.1007/s00701-024-05896-4, 2024. 

 

国内学会発表 

(1) 金野諒太、上田龍一郎、鈴木哲平、永井亘、青山毅、榎本尚志、中田駿太朗、小笠原克彦. 

特定健診データを用いた 2 型糖尿病リスク因子の抽出:機械学習と多変量解析の比較. 第 21

回日本医療情報学会北海道支部学術大会,札幌, 2023.9 

(2) 張洪健、小笠原克彦. Grad-CAM による説明可能な人工知能による医療文書処理. 第 21回日本

医 

療情報学会北海道支部学術大会,札幌, 2023.9 

(3) 金野諒太、上田龍一郎、鈴木哲平、永井亘、青山毅、榎本尚志、中田駿太朗、小笠原克彦. 

特定健診データを用いたロジスティック回帰分析による 2型糖尿病リスク因子の抽出. 

43 回医療情報学連合大会(第 24回日本医療情報学会学術大会)2023 年 11月(神戸) 

(4) 上田龍一郎、金野諒太、鈴木哲平、永井亘、青山毅、榎本尚志、中田駿太朗、小笠原克彦. 

機械学習による特定健診データを用いた 2 型糖尿病疾病予測モデルの構築および検証. 

43 回医療情報学連合大会(第 24回日本医療情報学会学術大会)2023 年 11月(神戸) 

(5) 川西慶尚、小笠原克彦.日本語読影レポートを対象とした文章生成 AI の学習時タグ付け強化

の影 

響.第 22 回日本医療情報学会北海道支部学術大会,札幌, 2024.1 

(6) 平木紗矢、鈴木隆介、小笠原克彦. 潜在クラス分析を用いた Web 上の放射線治療に関する医

療情報需要の検討.第 22回日本医療情報学会北海道支部学術大会,札幌, 2024.1 
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年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

5
研究拠点形成費等補助金（先進的医
療イノベーション人材養成事業）

「Global×Local な医療課題解決を目指した最先端AI研究開
発」人材育成教育拠点

文部科学省
（国立大学法人東北大学）

工藤　與亮

5 橋渡し研究戦略的推進プログラム 橋渡し研究_A190_がん専用高カロリー輸液製剤の開発
国立研究開発法人
科学技術振興機構

田中　伸哉

年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

5 共同研究
がん専用輸液製剤の研究に対するラット細胞およびラットモ
デル作製

株式会社大塚製薬工場 田中 伸哉

5 共同研究 がん幹細胞培養に用いるゲル基板の研究 日油株式会社 田中 伸哉

5 共同研究 下肢運動器疾患に関する基礎的および臨床的研究
社会医療法人 北斗
北斗病院

岩崎 倫政

5 共同研究 バイオマテリアル機能再生分野 持田製薬株式会社 岩崎 倫政

5 共同研究
献体を用いた人工股関節置換術に用いるアセタブラーカップ
システムの機能評価

帝人ナカシマメディカル
株式会社

岩崎 倫政

5 共同研究 運動器先端医学分野 株式会社日立ハイテク 角家 健

5 共同研究 細胞膜透過性中和抗体による細胞機能制御
マイクローブケム
合同会社

谷口 浩二

5 共同研究 栄養改善事業（中札内村七色献立プロジェクト）の効果検証 中札内村長 玉腰 暁子

5 共同研究 先進イメージングアプリケーションの研究
富士フイルムヘルスケア
株式会社

工藤 與亮

5 共同研究
合成装置を用いた[68Ga]Ga-PSMA-11注射薬の治験プロトコー
ルの確立

AMS企画株式会社 工藤 與亮

5 共同研究 認知症診断支援技術の開発 株式会社Splink 工藤 與亮

5 共同研究 画像診断学にAIがもたらすトータルソリューションの評価
United Imaging Healthcare
Japan株式会社

工藤 與亮

5 共同研究 中枢神経疾患における顔動画・音声・脳画像のAI解析 株式会社Medi Face 工藤 與亮

5 共同研究
FDG-PET/CTの読影レポートの自動生成AIの開発を目指した基
礎的検討

GE Healthcare Japan
Corporation

平田 健司

5 共同研究
2型糖尿病患者におけるSGLT2阻害薬トホグリフロジンの膵β
細胞機能への影響に関する検討―多施設共同非盲検ランダム
化並行群間比較試験―

興和株式会社
医薬事業部

中村　昭伸

5 共同研究
温泉・温熱分野を中心とした温泉物理療法における人工知能
（AI）の開発・応用

株式会社バスクリン 中谷 純

5 受託研究 運動・知覚・注意の引き込みメカニズムの解明
国立研究開発法人
科学技術振興機構

田中 伸哉

5 受託研究
ハイドロゲルを用いたがんの不均一性制御の医療応用基盤開
発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

田中 伸哉

5 受託研究
病気につながる血管周囲の微小炎症を標的とする量子技術、
ニューロモデュレーション医療による未病時治療法の開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

岩崎　倫政
（分担者）

受け入れのあった資金

○受託研究等

○学内・学外共同プロジェクト
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年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

5 受託研究
ポスト５Ｇに向けたマルチモーダル情報の効率的活用と触
診・遠隔医療技術への応用

国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総
合開発機構

岩崎 倫政

5 受託研究 軸索再生促進剤の検証
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

角家 健

5 受託研究 炎症記憶による腸の組織再生とがん化機構の解明
国立研究開発法人
科学技術振興機構

谷口 浩二

5 受託研究
（繰越分）（COI－NEXT）共創の場形成支援プログラム「ここ
ろとカラダのライフデザイン共創拠点」（玉腰）

国立研究開発法人
科学技術振興機構

玉腰 暁子

5 受託研究
衛生学および公衆衛生学分野関連分野に関する学術研究動向
－公衆衛生学を中心とする社会医学分野における研究動向－

独立行政法人
日本学術振興会

玉腰 暁子

5 受託研究
（COI－NEXT）共創の場形成支援プログラム「こころとカラダ
のライフデザイン共創拠点」（玉腰）

国立研究開発法人
科学技術振興機構

玉腰 暁子

5 受託研究
（COI－NEXT）共創の場形成支援プログラム「こころとカラダ
のライフデザイン共創拠点」（ハオウェン）

国立研究開発法人
科学技術振興機構

玉腰 暁子

5 受託研究
未婚男性への教育介入は精液所見と将来の出生力を改善する
か

国立研究開発法人
科学技術振興機構

前田 恵理

5 受託研究
（COI－NEXT）共創の場形成支援プログラム「こころとカラダ
のライフデザイン共創拠点」（木村）

国立研究開発法人
科学技術振興機構

木村 尚史

5 受託研究
科学的根拠に基づくがんリスク評価とがん予防ガイドライン
提言に関する研究

国立研究開発法人
国立がん研究センター

木村 尚史

5 受託研究
新型コロナウイルス感染症による他疾患を含めた医療・医学
に与えた影響の解明に向けた研究―今後の新興感染症発生時
の対策の観点から―

国立研究開発法人
国立国際医療研究センター

木村 尚史

5 受託研究
非小細胞肺癌の術後局所再発における化学放射線療法および
化学放射線療法後デュルバルマブ維持療法の有効性および安
全性を検討する多機関共同後ろ向き観察研究

特定非営利活動法人
North East Japan Study
Group

横田 勲

5 受託研究
京都大学大学院における臨床統計家育成推進のための大学
院・卒後一貫したプログラム構築に関する研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立大学法人京都大学）

横田　勲
（分担者）

5 受託研究
東京大学大学院における生物統計家育成のための卒後教育ま
で含めた一貫した教育プログラムの研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立大学法人東京大学）

横田　勲
（分担者）

5 受託研究 小児胎児性固形がんに対する標準的治療法開発
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立大学法人広島大学）

横田　勲
（分担者）

5 受託研究
ストレスを介する疾病発症の分子メカニズムの解明とバイオ
マーカー検出技術創成

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

横田 勲

5 受託研究 短寿命気候強制因子による地域規模の環境影響評価
独立行政法人
環境再生保全機構
（国立大学法人東京大学）

上田　佳代

5 受託研究 極端高温等が暑熱健康に及ぼす影響と適応策に関する研究
独立行政法人
環境再生保全機構
（東京都公立大学法人）

上田　佳代

5 受託研究
放射線科学関連分野に関する学術研究動向－イメージング・
画像解析の新たな展開

独立行政法人
日本学術振興会

工藤 與亮

5 受託研究 ソフトウェア機能評価
富士フイルムメディカル株
式会社　営業本部　ＩＴｿ
ﾘｭｰｼｮﾝ事業部

工藤 與亮

5 受託研究
BRIDGE_大規模言語モデルを用いた電子カルテの医療知識グラ
フ化と生成系AIによる統合

国立研究開発法人
国立がん研究センター
（国立大学法人東北大学）

平田 健司

5 受託研究
前向き観察研究：MDI療法を受けている日本人2型糖尿病患者
のiGlarLixiへの治療切替がQOLに与える影響の検討

ＩＱＶＩＡサービシーズ
ジャパン株式会社

中村　昭伸

5 研究助成（寄附金） 研究助成 旭化成ファーマ株式会社 岩崎　倫政
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年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

5 研究助成（寄附金） 研究助成 PDRファーマ株式会社 平田　健司

5 研究助成（寄附金） 研究助成 PDRファーマ株式会社 工藤　與亮

5 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人萬田記念財団 中村　昭伸

5 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人杉野目記念会 渥美　達也

5 研究助成（寄附金） 研究助成
日本ベーリンガーインゲル
ハイム株式会社

中村　昭伸

5 研究助成（寄附金） 2023年度 交通事故医療研究助成
一般社団法人
日本損害保険協会

岩崎　倫政（大学
院生 寺尾英将）

5 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人杉野目記念会 渥美　達也

5 研究助成（寄附金） 2023年度 交通事故医療研究助成
一般社団法人
日本損害保険協会

岩崎　倫政（大学
院生 竹内博紀）

5 研究助成（寄附金） 2023年度 交通事故医療研究助成
一般社団法人
日本損害保険協会

岩崎　倫政（大学
院生 櫻庭淳志）

5 研究助成（寄附金） 研究助成 旭化成ファーマ株式会社 渥美　達也

5 研究助成（寄附金） 研究助成
GEヘルスケアファーマ
株式会社

工藤　與亮

5 研究助成（寄附金） 研究助成
日本ベーリンガーインゲル
ハイム株式会社

渥美　達也

5 研究助成（寄附金） 整形外科学教室　研究助成金 科研製薬株式会社 岩崎　倫政

5 研究助成（寄附金） 医学研究の為 帝人ファーマ株式会社 渥美　達也

5 研究助成（寄附金） 放射線化学分野の研究助成 ゲルベ・ジャパン株式会社 工藤　與亮

5 研究助成（寄附金） 血液医学一般研究助成金
公益財団法人
先進医薬研究振興財団

谷口　浩二

5 研究助成（寄附金） 特定研究助成S
公益財団法人
上原記念生命科学財団

谷口　浩二

5 研究助成（寄附金） アボット教育助成（奨学寄附）
アボットジャパン合同会社
ダイアベティスケア事業部

中村　昭伸

5 研究助成（寄附金） 令和5年度公益財団法人高松宮妃癌研究基金研究助成金
公益財団法人
高松宮妃癌研究基金

谷口　浩二

5 研究助成（寄附金） テルモ生命科学振興財団　研究開発助成
谷口　浩二
(テルモ生命科学振興財団）

谷口　浩二

5 研究助成（寄附金） （公財）整形災害外科学研究助成財団
石津　帆高
（整形災害外科学研究助成
財団）

岩崎　倫政（石津
帆高）
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○その他．競争的資金

文部科学省科学研究費補助金

5 基盤研究(A)
高機能ゲルによるがん幹細胞リプログラミングと治療薬開発
基盤の創出

田中　伸哉 研究代表者

5 基盤研究(B)
混合研究法による積雪寒冷地において冬季身体活動量低下を
防止するプログラムの検討

玉腰　暁子 研究代表者

5 基盤研究(B) 本邦における不妊症有病率の推定と未受診要因の解明 前田　恵理 研究代表者

5 基盤研究(B)（繰越） 本邦における不妊症有病率の推定と未受診要因の解明 前田　恵理 研究代表者

5 基盤研究(B)（繰越）
大気汚染の健康影響の時空間変動評価と衛星画像を活用した
影響修飾要因の解明

上田　佳代 研究代表者

5 基盤研究(B)
低濃度・非都市部の大気汚染の健康影響：船舶排ガス規制の
健康インパクト

上田　佳代 研究代表者

5
国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化(B)）

泥炭地火災による大気汚染と高濃度曝露集団における認知機
能と肺機能への影響

上田　佳代 研究代表者

5 基盤研究(B)
MRIと同位体顕微鏡を用いたマルチスケールの水分子イメージ
ング

工藤　與亮 研究代表者

5 若手研究
多変量生存時間アウトカムに対する予測モデル構築と性能評
価法の開発

横田  勲 研究代表者

5 研究活動スタート支援
COVID-19のパンデミック下に配偶者と死別した者の抑うつと
喪の作業の関係

黒鳥　偉作 研究代表者

5 基盤研究(C)
画像とレポートの利用によるロジカルシンキング型のAI画像
診断法の構築

平田　健司 研究代表者

5 基盤研究(C)
ハイドロゲルによるがん幹細胞誘導システムによる悪性中皮
腫の幹細胞マーカーの同定

津田　真寿美 研究分担者

5 基盤研究(C) 嚥下された歯周病原細菌による腸管恒常性破綻機構の解明 谷口　浩二 研究分担者

5 基盤研究(C)
肝癌微小環境における薬物療法耐性機序解明と新規治療法の
開発

谷口　浩二 研究分担者

5
学術変革領域研究
（学術研究支援基盤形成）

コホート・生体試料支援プラットフォーム 玉腰　暁子 研究分担者

5 基盤研究(B) 就労女性の月経随伴症状と労働生産性に関する研究 前田　恵理 研究分担者

5 基盤研究(C)
神経ペプチドによる細胞膜FoF1-ATP synthaseを介した器官形
成機構

木村　健二 研究分担者

5 基盤研究(B) オルガネラ間サイズネットワーク機構の実験的検証 木村　健二 研究分担者

5 基盤研究(C)
法科学的体液資料を網羅する汎用性の高い体液の識別検査法
の確立

横田　勲 研究分担者

5
国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化(B))

インドネシア熱帯泥炭火災からの大気汚染物質曝露による健
康インパクトの包括的評価

上田　佳代 研究分担者

5 基盤研究(C)
定量的磁化率マッピングを用いた膠芽腫の免疫微小環境の画
像化の開発

工藤　與亮 研究分担者

5 基盤研究(C)
顎骨定量SPECTの施設間標準化(ハーモナイゼーション)を目指
して

平田　健司 研究分担者

5 基盤研究(C)
がんの放射線や免疫療法に伴う心血管障害の画像評価に関す
る研究

平田　健司 研究分担者

5 基盤研究(C)
患者フレンドリーな核医学検査のための情報技術利用の検証
と開発

平田　健司 研究分担者

年度 研究種目 課題名 研究者名 役割
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令和５年度厚生労働科学研究費（代表者・分担者分）

5
循環器疾患・糖尿病等生活習慣
病対策総合研究事業

550,000
循環器疾患及び糖尿病、COPD等の生活習慣病の個人リスク及び
集団リスクの評価ツールの開発と応用のための研究

玉腰　暁子 分担者

5
女性の健康の包括的支援政策研
究事業

0
若年期から老年期に至るまでのの切れ目のない女性の健康支援の
ための評価手法・健診項目の開発に向けた研究

前田　恵理 分担者

5
成育疾患克服等次世代育成基盤
研究事業

3,150,000 不妊治療における情報提供の方策等の確立に向けた研究 前田　恵理 代表者

年度 研究種目 研究課題名 研究者名 役割
補助金

／委託費
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規 

 

 （趣旨） 

第１条 この内規は，北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の

規定に基づき，北海道大学大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」とい

う。）の組織及び運営について定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 センターは，分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により，新

学問分野，融合分野・領域を創出し，生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させる

ための研究を行い，医学・医療及び健康維持に貢献することを目的とする。 

 （職員等） 

第３条 センターに，センター長その他必要な職員を置く。 

 （センター長） 

第４条 センター長は，医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。 

２ センター長は，センターの業務を掌理する。 

 （副センター長） 

第５条 センターに，副センター長を置く。 

２ 副センター長は，センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任

の教授（国立大学法人北海道大学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第

２号に該当する特任教員のうち，特任教授の職にある者を含む。）をもって充てる。 

３ 副センター長は，センター長の職務を助け，センター長に事故があるときは，その職

務を代理する。 

 （運営委員会） 

第６条 センターの運営に関する重要事項を審議するため，連携研究センター運営委員会

（以下「運営委員会」という。）を置く。 

２ 運営委員会は，センターに関する次に掲げる事項を審議する。 

(1) プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項 

(2) 基盤教室の選考及び評価に関する事項 

(3) 連携教室及び協力組織に関する事項 

(4) 連携教室の教員の人事に関する事項  

(5) その他センターの運営に関する重要事項 

３ 運営委員会は，次に掲げる者をもって組織する。 

(1) センター長 

(2) 副センター長 

(3) 副研究院長（研究院長が指名する者） 

(4) 研究分野の責任者 
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(5) 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者 ２名 

４ 前項第５号の委員の任期は２年とし，再任は妨げない。ただし，欠員となった場合の

後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

５ 運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

６ 運営委員会は，委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。 

７  運営委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決する。 

８ 運営委員会が必要と認めたときは，運営委員会に委員以外の者の出席を求め，説明又

は意見を聴くことができる。 

 （研究分野） 

第７条 センターに，複数の研究分野を置く。 

２ 研究分野は，プロジェクト研究・共同研究を行うものとし，その研究内容等は，運営

委員会の議を経て，医学研究院教授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとす

る。 

３ 研究分野に分野責任者を置き，センター長の指名する者をもって充てる。 

４ 研究分野には，基盤教室を置き，また，原則として連携教室を置く。 

５ 研究分野には，北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究

に協力する組織として，協力組織を置くことができる。 

 （基盤教室） 

第８条 基盤教室は，運営委員会において，本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室

の中から選考し，教授会の承認を得て兼担させるものとする。 

２ 基盤教室の兼担期間は，５年以内とする。ただし，運営委員会が当該プロジェクト研

究・共同研究の進捗状況等について評価のうえ必要と認め，教授会の承認を得た場合は，

５年以内の範囲で，兼担期間を更新することができるものとし，以後の更新についても

同様とする。 

 （連携教室） 

第９条 連携教室は，基盤教室と連携して，プロジェクト研究・共同研究を行うものとす

る。  

２ 連携教室の設置は，運営委員会において審議し，教授会の承認を得るものとする。 

３ 連携教室の設置期間は，５年以内とする。ただし，運営委員会が必要と認め，教授会

の承認を得た場合は，１回に限り，５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。 

４ 連携教室には，医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。 

 （協力組織） 

第10条 協力組織の設置は，運営委員会において審議し，教授会の承認を得るものとする。 

２ 協力組織の設置期間は，５年以内とする。ただし，運営委員会が必要と認め，教授会

の承認を得た場合は，５年以内の範囲で設置期間を更新することができるものとし，以

後の更新についても同様とする。 
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 （教室等の設置及び更新） 

第11条 基盤教室，連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合

は，申請者は，次に掲げる書類をセンター長に提出するものとする。 

 (1) 教室等設置申請書（別紙様式１） 

 (2) 教室等更新申請書（別紙様式２） 

（事務） 

第12条  センターの事務は，医学系事務部会計課において処理する。  

（雑則） 

第13条  この内規に定めるもののほか，連携研究センターの組織及び運営に関し必要な 

事項は，運営委員会の議を経て，センター長が定める。 

 

     附 則 

１ この内規は，平成29年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大

学大学院医学研究科連携研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海

道大学大学院医学研究科連携研究センター内規の運用について（平成18年１月26日制定）

は，廃止する。 

 

92



北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に

基づき，連携研究センターのオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関

し，必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 オープンラボは，医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的

とする。 

（使用可能な教員） 

第３条 オープンラボを使用することができる教員は，次に掲げる者とする。 

(1) 医学研究院の教員 

(2) 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員 

(3) その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員 

 （申請及び許可） 

第４条 オープンラボを使用しようとする教員は，使用申請書（別紙様式第１号）により

連携研究センター長（以下「センター長」という。）に申請しなければならない。 

２ センター長は，前項の申請があったときは，運営委員会において申請内容等を審査し

選定するものとする。 

３ 前２項の規定により選定された教員に対し，センター長の使用許可書（別紙様式第２

号）を交付するものとする。 

（使用期間） 

第５条 オープンラボの使用期間は，５年以内とする。ただし，運営委員会が必要と認め

た場合は，５年を限度として更新することができる。 

 （使用期間の更新等） 

第６条 第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用

者」という。）は，使用期間を更新又は変更しようとするときは，速やかにセンター長に

届け出なければならない。 

（使用の制限及び停止） 

第７条 運営委員会は，次の各号に該当するときは，使用期間中であっても，使用者に対

しオープンラボの使用の制限又は停止を命ずることができる。 

(1) 許可された目的以外に使用したとき。 

(2) 第三者に使用させたとき。 

(3) その他使用条件等に違反したとき。 

（使用料等） 
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第８条 使用者は，オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を

負担しなければならない。 

２ 前項の使用料は，１㎡当たり年額18,000円（月額1,500円）とする。 

（工作物等の設置） 

第９条 使用者は，オープンラボにおける実験研究に必要な工作物，設備等の設置又は撤

去に要する経費を負担しなければならない。 

（使用者の交代） 

第10条 オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは，速やかにセンター長に届

け出なければならない。 

（原状回復） 

第11条 使用者は，オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき，又は停止を命ぜら

れたときは，速やかにオープンラボを原状に回復し，明け渡さなければならない。 

 （雑則） 

第12条 この要項に定めるもののほか，オープンラボの実施に関し必要な事項は，センタ

ー長が定める。 

附 則  

１ この要項は，平成29年４月１日から実施する。 
２ 北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は，廃止する。 

附 則 
 この内規は，令和 7 年４月１日から施行する。 
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